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　「みるみる分かる今年の予算」

　財務書類の公表



一般会計予算
289億7,000万円

特別会計予算
153億20万円

企業会計予算 49億5,166万円

日向市全会計予算
492億2,186万円
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平成 26 年度　みるみるわかる今年の予算平成 26 年度　みるみるわかる今年の予算

観
光
客
誘
致
に
む
け
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の

派
遣
や
物
産
展
の
開
催
、
高
速
道
路
を
利

用
し
た
細
島
港
貨
物
車
両
へ
の
助
成
事
業

な
ど
、
積
極
的
な
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

　
市
の
予
算
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

企
業
会
計
の
３
つ
の
会
計
に
分
か
れ
て
い

ま
す
。
平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算

額
は
、
２
８
９
億
７
，０
０
０
万
円
で
、
前

年
度
と
比
べ
る
と
19
億
７
，
０
０
０
万
円

（
7.3
％
）
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
予
算
額
に
特
別
会
計
と
企

業
会
計
の
予
算
を
合
わ
せ
る
と
、
お
よ
そ

４
９
２
億
２
，０
０
０
万
円
に
な
り
ま
す
。

　
３
月
16
日
に
本
市
の
長
年
の
悲
願
で
あ
り

ま
し
た
東
九
州
自
動
車
道「
日
向
～
都
農
間
」

が
開
通
し
、平
成
28
年
春
ま
で
に
は
、「
北
九

州
～
宮
崎
間
」が
全
線
開
通
す
る
予
定
で
す
。

　
高
速
道
路
開
通
は
、
物
流
面
や
観
光
面

に
お
い
て
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す

が
、
地
域
へ
の
流
入
や
流
出
が
容
易
に
な

る
こ
と
で
、
地
域
間
競
争
が
激
化
し
、 

他
の

地
域
と
の
差
別
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
26
年
度
か
ら
28
年
度
ま

で
を
重
点
取
り
組
み
期
間
と
位
置
付
け
、

「
高
速
開
通
！
日
向
が
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
（
ぐ
っ
と
）

近
く
な
る
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

高
速
道
路
の
開
通
を
最
大
限
に

生
か
す
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
予
算

今
年
度
の
予
算
の
総
額
は
、

お
よ
そ
４
９
２
億
２
，０
０
０
万
円

　
市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
と
な
る
福

祉
・
教
育
な
ど
の
予
算
や
、
道
路
・
公
園

の
整
備
な
ど
を
行
う
た
め
の
予
算
で
す
。

通
常
、
市
の
予
算
と
い
え
ば
、
こ
の
一
般

会
計
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　
特
定
の
目
的
の
た
め
の
会
計
で
、
国
民

健
康
保
険
税
な
ど
の
特
定
の
収
入
が
あ
り
、

一
般
会
計
か
ら
切
り
離
し
て
収
入
、
支
出

を
経
理
す
る
会
計
の
こ
と
で
す
。
市
に
は

12
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　
民
間
企
業
と
同
じ
よ
う
に
事
業
を
行
い
、

収
益
を
あ
げ
て
運
営
し
て
い
る
事
業
の
会

計
で
す
。
平
成
26
年
度
か
ら
は
下
水
道
事

業
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
水
道
事
業
と
病

院
事
業
を
含
め
て
３
つ
の
企
業
会
計
と
な

り
ま
し
た
。

グ
ラ
フ
の
説
明

性
質
別

目
的
別

一
般
会
計
予
算

特
別
会
計
予
算

企
業
会
計
予
算

地方交付税　　地方自治体間の財源のかたよりを調整する目的で国が交付するお金です。 
市　　　債　　大規模な建設事業を行うときなどに国や銀行などから借り入れるお金です。
扶　助　費　　生活保護、高齢者福祉、児童福祉などの経費です。
公　債　費　　国や銀行から借り入れたお金を返すための経費です。
積　立　金　　公共施設の整備や福祉事業など、今後予想される支出に対して積み立てるお金です。
繰　出　金　　一般会計と特別会計、または特別会計同士で支出される経費です。
補 助 費 等　　他の地方自治体や民間団体などへ支出する負担金や補助金などです。
物　件　費　　人件費、維持補修費、扶助費、補助費など以外で市が業務を行うために支出する経費です。

財
政
用
語

　
性
質
別
の
主
な
構
成
と
し
て
、
生
活
保

護
費
や
障
害
者
福
祉
費
な
ど
の
扶
助
費
が

最
も
多
く
、
次
い
で
普
通
建
設
事
業
費
、

職
員
給
与
や
議
員
ほ
か
各
種
委
員
報
酬
な

ど
の
人
件
費
、
公
債
費
と
続
き
ま
す
。

　
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
農
林
水
産
業

関
係
施
設
整
備
事
業
や
学
校
給
食
共
同
調

理
場
建
設
事
業
に
よ
り
普
通
建
設
事
業
費

が
増
加
し
、
基
金
へ
の
積
立
金
な
ど
が
減

少
し
て
い
ま
す
。

　
目
的
別
の
歳
出
予
算
で
は
、
民
生
費
が

１
０
３
億
２
，０
１
０
万
円
と
最
も
多
く
な

っ
て
お
り
、
土
木
費
、
市
債（
借
入
金
）
に

対
す
る
償
還（
返
済
）の
た
め
の
公
債
費
が

続
き
ま
す
。前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
農
林

水
産
業
関
係
施
設
整
備
事
業
や
学
校
給
食

共
同
調
理
場
建
設
事
業
に
よ
り
農
林
水
産

業
費
、
教
育
費
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
貴
重
な
自
主
財
源
と
な
る
市
税
は
、

66
億
６
６
４
万
円
で
前
年
度
と
比
較
し
て

ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、

農
林
水
産
業
関
係
施
設
整
備
に
係
る
県
か

ら
の
補
助
金
や
財
源
調
整
の
た
め
の
繰
入

金
が
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

建
設
事
業
な
ど
に
充
て
る
今
年
度
の
市
債

（
借
入
金
）
は
32
億
４
５
９
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
の
概
要

歳
入

歳
出

　
今
年
度
の
市
の
予
算
は
、
消
費
税
増
税
な
ど
に
伴
う
財
政
運
営
の
大
き
な
変
換
期
に

対
応
し
な
が
ら
、
市
の
「
総
合
計
画 

後
期
基
本
計
画
」
の
柱
で
あ
る
『
雇
用
』『
安
全・

安
心
』『
子
育
て
』
の
３
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
、
よ

り
効
果
的
・
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
編
成
し
ま
し
た
。

市債
320,459(11.1)

県支出金
333,570(11.5)

国庫支出金
470,202(16.2)

地方消費税交付金
64,319(2.2) 

地方譲与税
22,979(0.8) 

自動車取得税交付金
1,683(0.1) 

地方特例交付金
2,630(0.1) 

交通安全対策特別交付金
1,670(0.1) 

ゴルフ場利用税交付金
1,007(0.0)

利子割交付金
915(0.0) 

配当割交付金
540(0.0) 

株式等譲渡所得割交付金
182(0.0) 

地方交付税
748,737(25.8)

自主財源
928,107(32.1)

依存財源
1,968,893

(67.9)

使用料及び
手数料
11,389(0.4)
財産収入
5,288(0.2)
寄附金
850(0.0)
繰越金
1(0.0)

諸収入
77,407(2.7)

繰入金
109,955(3.8)

分担金及び
負担金
62,553(2.2)市税

660,664(22.8)

歳　入
289億7,000万円

義務的経費
1,521,781
(52.5)

投資的経費
560,816(19.4)

任意的経費
814,403(28.1)

人件費
465,777(16.1)

歳　出(性質別)
289億7,000万円

扶助費
711,415
(24.6)

災害復旧事業費
6,200(0.3)

普通建設事業費
554,616(19.1)予備費

1,500(0.1)

補助費等
139,234(4.8)

物件費
301,186
(10.4)

公債費
344,589
(11.8)

維持補修費
12,237(0.4)

積立金
18,389(0.6)

貸付金
47,548(1.6)

繰出金
294,310
(10.2)

災害復旧費
6,200(0.2)

公債費
344,590
(11.9)教育費

314,102(10.8)

消防費
87,123(3.0)

土木費
358,092
(12.4)

商工費
100,923(3.5)

農林水産業費
192,728(6.7)

衛生費
182,319
(6.3)

民生費
1,032,010
(35.6)

総務費
247,600
(8.5)

議会費
23,931
   (0.8)

歳　出(目的別)
289億7,000万円

諸支出費・予備費
2,856(0.1)

労働費
4,527(0.2)

単位 ・万円 （㌫）単位 ・万円 （㌫）

平成26年度予算
基本コンセプト

安
心
を

　
未
来
へ
つ
な
ぐ

　
　
ま
ち
づ
く
り
予
算

単位 ・万円 （㌫）
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公営住宅事業 3 億 2,000 万円 前年度比 4,500 万円（12.3％）の減
財光寺南土地区画整理事業 4,000 万円 前年度比 400 万円（9.1％）の減
用地取得 7 億 9,400 万円 前年度比 7,400 万円（8.5％）の減
城山墓園事業 600 万円 前年度比 前年度同額
簡易給水施設 230 万円 前年度比 60 万円（35.3％）の増
細島東部住環境整備事業 550 万円 前年度比 100 万円（15.4％）の減
簡易水道事業 1 億 5,600 万円 前年度比 2,200 万円（12.4％）の減
農業集落排水事業 1 億 3,900 万円 前年度比 700 万円（4.8％）の減
国民健康保険事業 80 億円 前年度比 1 億円（1.2％）の減
介護保険事業（保険事業勘定） 51 億 5,000 万円 前年度比 2 億 4,800 万円（5.1％）の増
日向入郷地域介護認定審査事業 3,740 万円 前年度比 前年度同額
後期高齢者医療事業 6 億 5,000 万円 前年度比 4,700 万円（7.8％）の増

水道事業 18 億 650 万円 前年度比 9,797 万円（5.7％）の増
下水道事業 26 億 5,472 万円 特別会計より移行
病院事業 4 億 9,044 万円 前年度比 7,214 万円（17.2％）の増

企
業
誘
致
推
進
事
業

　
　
　
　 【
予
算
額 

１
億
８
，２
２
３
万
円
】

　
高
速
道
路
開
通
に
よ
る
交
通
ア
ク
セ
ス

の
向
上
や
、
物
流
の
拠
点
と
し
て
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
細
島
港
の
優
位
性
を
最

大
限
に
Ｐ
Ｒ
し
、企
業
立
地
の
促
進
を
図
り

ま
す
。ま
た
、情
報
産
業
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
施
設
を
整
備
し
、
更
な
る
企
業
誘
致

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

【
主
な
経
費
】
建
物
購
入
費
８
，
３
６
９
万

円
、
補
助
金
７
，５
２
５
万
円

（
担
当
：
商
工
港
湾
課 

港
湾
・
企
業
立
地
係
）

市
債（
借
入
金
）の
残
高

　
　
平
成
24
年
度
末
の
市
債
残
高
は
、
一
般

会
計
が
３
２
７
億
７
，７
１
５
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
会
計
を
あ
わ
せ
る

と
５
３
２
億
２
２
１
万
円
で
平
成
23
年
度

末
と
比
較
し
、
お
よ
そ
８
億
５
，０
０
０
万

円
減
少
し
、
市
民
一
人
あ
た
り
（
平
成
26

年
４
月
１
日
現
在
＝
６
１
，
８
７
５
人
）
に

す
る
と
、
お
よ
そ
86
万
円
の
残
高
に
な
り

ま
す
。

　
市
債
に
つ
い
て
は
主
に
、
道
路
や
学
校

の
建
設
、
土
地
区
画
整
理
事
業
や
下
水
道

事
業
な
ど
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る
建
設

事
業
の
負
担
を
平
準
化
す
る
こ
と
を
目
的

に
借
り
入
れ
て
い
ま
す
。
市
債
の
中
で
も

合
併
特
例
債
や
過
疎
債
な
ど
、
そ
の
目
的

に
よ
っ
て
は
返
済
額
の
一
部
が
、
地
方
交

付
税
の
計
算
に
算
入
さ
れ
る
有
利
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
そ
の
目
的
や
借
入
額
に
つ
い

て
、
将
来
の
財
政
運
営
に
及
ぼ
す
影
響
を

慎
重
に
考
え
な
が
ら
、
効
果
的
な
予
算
計

上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

病院事業
836(0.0)

水道事業
441,948(8.3）

農業集落排水事業特別会計
135,370(2.6)

下水道事業
1,203,438(22.6)

簡易水道事業特別会計
57,172(1.1)

細島東部住環境整備事業特別会計
1,345(0.0)

公営住宅事業特別会計
168,295(3.2)

一般会計
3,277,715(61.6)

用地取得特別会計
34,102(0.6)

市債残高
532億221万円

単位・万円(㌫)

若
者
定
住“
雇
用
創
出
”プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

特別会計内訳

企業会計内訳

地
域
人
づ
く
り
事
業

　
　
　
　
　 

【
予
算
額 

４
，１
７
６
万
円
】

　
若
者
な
ど
の
就
職
促
進
を
通
じ
た
雇
用

の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
賃
金
引
上
げ
、

非
正
規
労
働
者
の
正
社
員
化
な
ど
の
処
遇

改
善
を
推
進
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

創
意
工
夫
に
よ
る
多
様
な「
人
づ
く
り
」を

支
援
し
ま
す
。

　
細
島
港
と
東
九
州
自
動
車
道
を
基
軸
と

し
た
産
業
振
興
サ
ポ
ー
ト
、
若
手
も
の
づ

く
り
人
材
育
成
、
観
光
プ
ロ
パ
ー
人
材
育

成
、
地
域
福
祉
人
材
育
成
、
林
業
担
い
手

育
成
、
企
業
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

人
材
育
成
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
主
な
経
費
】
委
託
料
４
，１
７
６
万
円

（
担
当
：
商
工
港
湾
課 

商
工
振
興
係
）

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
活
性
化
事
業

　
　
　
　
　      

【
予
算
額 

４
９
３
万
円
】

　
プ
ロ
や
大
学
、
社
会
人
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
キ
ャ
ン
プ
誘
致
活
動
を
実
施
し
、
ス
ポ

ー
ツ
タ
ウ
ン
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
の
定
着

と
滞
在
型
観
光
の
推
進
、
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

【
主
な
経
費
】委
託
料
２
０
０
万
円
、
使
用
料

及
び
賃
借
料
２
２
０
万
円

（
担
当
：
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

ス
ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン

推
進
係
）

へ
べ
す
振
興
対
策
事
業

　
　
　
　  

　【
予
算
額 

１
，３
１
２
万
円
】

　
日
向
特
産「
へ
べ
す
」の
更
な
る
消
費
拡

大
を
図
る
た
め
に
、
６
次
産
業
化
に
向
け

て
多
様
な
業
種
と
連
携
し
た
新
商
品
開
発

や
販
路
開
拓
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
主
な
経
費
】補
助
金
１
，３
１
２
万
円

（
担
当
：
農
業
畜
産
課 

日
向
ブ
ラ
ン
ド
推
進

室
）中

山
間
地
域
振
興
事
業　

　
　
　
　
　
　【
予
算
額 

３
，０
８
３
万
円
】

　
過
疎
化
の
進
行
が
懸
念
さ
れ
る
中
山
間

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、「
集
落
支
援

員
」、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」を
設
置
し
、

東
郷
地
域
の
魅
力
発
信
や
、特
産
品
の
発
掘・

開
発
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
支
援

な
ど
を
行
い
ま
す
。

【
主
な
経
費
】報
酬
４
２
５
万
円
、基
金
積
立

金
２
，１
０
０
万
円
、補
助
金
３
６
０
万
円

（
担
当
：
東
郷
地
域
振
興
課 

地
域
振
興
係
）

森
林
整
備
加
速
化
・林

業
再
生
事
業 

【
予
算
額 

７
億
８
，５
２
２
万
円
】

　
木
材
加
工
流
通
施
設
や
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
利
用
施
設
整
備
に
対
す
る
補
助
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、林
業
・
木
材
に
係
る
地
域
産

業
の
再
生
を
図
る
と
と
も
に
、県
産
材
の
需

要
拡
大
と
需
要
動
向
に
応
じ
た
生
産
体
制

を
構
築
し
ま
す
。

【
財
源
】
県
の
補
助
金
７
億
８
，５
２
２
万
円

（
担
当
：
林
業
水
産
課 

林
業
振
興
係
）

特
別
会
計
予
算
の
概
要
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子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業　

【
予
算
額 

１
億
８
，
９
０
２
万
円
】

　
子
ど
も
が
医
療
機
関
に
お
い
て
受
診
し

た
医
療
費
（
１
診
療
ご
と
に
月
３
５
０
円

の
自
己
負
担
）
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
子
育
て
を
支
援

し
ま
す
。
平
成
25
年
10
月
か
ら
、
入
院
通

院
費
の
助
成
対
象
者
を
「
小
学
校
卒
業
ま

で
の
児
童
」
へ
と
拡

大
し
ま
し
た
。

【
主
な
経
費
】
扶
助
費

１
億
８
，
０
０
０
万
円

（
担
当
：
こ
ど
も
課

 

こ
ど
も
福
祉
係
）

保
育
士
等
処
遇
改
善臨

時
特
例
事
業

　
　
　
　      

　【
予
算
額 

３
，５
４
５
万
円
】

  

市
内
の
私
立
認
可
保
育
園
に
勤
務
し
て

い
る
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
を
図
る
た
め

の
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、

保
育
士
の
人
材
確
保
や
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

【
主
な
経
費
】
補
助
金
３
，２
７
５
万
円

（
担
当
：
こ
ど
も
課 

保
育
係
）

平成 26 年度　みるみるわかる今年の予算平成 26 年度　みるみるわかる今年の予算

学
校
給
食
共
同
調
理
場
建
設
事
業

【
予
算
額 
12
億
８
，
５
３
２
万
円
】

　
市
内
全
域
の
児
童
生
徒
な
ど
に
対
し
、

な
お
一
層
の
、
安
全
・
安
心
な
給
食
の
提

供
を
図
る
た
め
、
新
し
い
学
校
給
食
共
同

調
理
場
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
平
成
27
年

１
月
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

【
財
源
】
国
の
補
助
金
８
，８
３
０
万
円
、
市
の

負
担
額
11
億
９
，
７
０
２
万
円

（
担
当
：
教
育
総
務
課 

学
校
給
食
共
同
調
理

場
建
設
推
進
室
）

キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事
業　

【
予
算
額 

２
４
５
万
円
】

　
産
学
官
連
携
の
も
と

に
地
場
企
業
や
人
材
を

活
か
し
た「
キ
ャ
リ
ア

教
育
」
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
が

自
立
し
た
社
会
人
・
職

業
人
と
し
て
た
く
ま
し

く
社
会
を
生
き
抜
く
た

め
の
基
礎
と
な
る
能
力

や
マ
ナ
ー
を
育
み
ま
す
。

【
主
な
経
費
】
委
託
料
２
３
５
万
円

（
担
当
：
学
校
教
育
課 

教
育
指
導
係
）

日
向
中
学
校
増
改
築
事
業　
　

　
　

【
予
算
額 

４
，
２
０
０
万
円
】

　
老
朽
化
し
、
耐
震
性
の
低
い
日
向
中
学

校
の
校
舎
を
改
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安

全
・
安
心
な
学
校
施
設
の
整
備
、
教
育
環

境
の
改
善
を
図
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
管

理
普
通
教
室
棟
・
普
通
特
別
教
室
棟
の
基

本
設
計
、
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

【
財
源
】
市
の
負
担
額
４
，
２
０
０
万
円

（
担
当
：
教
育
総
務
課 

施
設
係
）

み
ん
な
で
育
む“
ひ
ゅ
う
が
っ
子
”

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

新
庁
舎
建
設
事
業

　
　
　
　
　      【
予
算
額 

６
，０
０
２
万
円
】

　
防
災
・
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な
り
、

市
民
に
親
し
ま
れ
る
新
庁
舎
を
建
設
す
る

た
め
、市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
、市
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
・
提
言
を
尊
重
し
な
が
ら
、基
本

計
画
の
策
定
や
設
計
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
財
源
】
市
の
負
担
額
６
，
０
０
２
万
円

（
担
当
：
総
合
政
策
課 

新
庁
舎
建
設
推
進
室
）

防
災
力
・
福
祉
力
向
上“
安
全
・
安
心
”プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

重
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー
料
金

助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　 

【
予
算
額 

５
９
０
万
円
】

　
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
人
の
日
常
生
活

の
利
便
性
の
向
上
お
よ
び
社
会
活
動
の
範

囲
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
、
市
内
の
タ
ク

シ
ー
事
業
所
共
通
の
基
本
料
金
券
を
交
付

し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
１
、２
級
所

持
者
、
ま
た
は
療
育
手
帳

（
Ａ
判
定
所
持
者
）に
交
付

す
る
利
用
券
を
年
15
枚
か

ら
年
24
枚
へ
拡
充
し
ま
す
。

【
主
な
経
費
】使
用
料
及
び
賃
借
料

５
８
０
万
円

（
担
当
：
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係
）

木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　      

【
予
算
額 

８
７
７
万
円
】

　
昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木

造
住
宅
の
耐
震
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
助
成
す
る
ほ
か
、
耐
震
診
断
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
を
行
い
ま
す
。

【
主
な
経
費
】
補
助
金
８
５
８
万
円

（
担
当
：
建
築
住
宅
課 

指
導
係
）

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業

　
　
　
　
　     【
予
算
額 

４
，８
０
０
万
円
】

　
防
災
力
の
概
況
分
析
の
結
果
を
基
に
、

津
波
防
災
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
の
策
定

を
目
指
す
と
と
も
に
、
一
時
避
難
場
所
の

防
災
機
能
の
強
化
お
よ
び
一
時
避
難
場
所

へ
の
迅
速
か
つ
安
全
に
避
難
で
き
る
経
路

を
整
備
し
ま
す
。

【
財
源
】
国
の
補
助
金
２
，４
０
０
万
円
、
市
の

負
担
額
２
，４
０
０
万
円

（
担
当
：
防
災
推
進
課 

防
災
施
設
係
）

橋
梁
長
寿
命
化
事
業

　
　
　
　
　      【
予
算
額 

９
，４
０
０
万
円
】

　
安
全
・
安
心
な
交
通
環
境
を
確
保
す
る

た
め
、
老
朽
化
が
進
む
橋
梁
の
予
防
保
全

型
の
修
繕
を
計
画
的
に
行
い
、
維
持
管
理

費
の
抑
制
と
平
準
化
を
図
り
ま
す
。

【
財
源
】
国
の
補
助
金
　
５
，０
０
５
万
円
、
市

の
負
担
額
４
，３
９
５
万
円

（
担
当
：
建
設
課 

道
路
保
全
係
）　

防
災
情
報
伝
達
施
設
整
備
事
業

【
予
算
額 

２
，０
０
０
万
円
】

　
土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く
土
砂
災
害

警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
た
地
域
に
対
し
、

土
砂
災
害
に
お
け
る
迅
速
な
避
難
行
動
を

促
進
す
る
た
め
、
非
常
時
の
情
報
伝
達
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

【
財
源
】
国
の
補
助
金
１
，０
０
０
万
円
、
市
の

負
担
額
１
，０
０
０
万
円

（
担
当
：
防
災
推
進
課 

防
災
施
設
係
）

健
康
づ
く
り「
ラ
ジ
オ
体
操
」事
業

　
　
　
　
　
　
　
　 

【
予
算
額 

１
８
０
万
円
】

　
市
民
の
体
力
向
上
と
健
康
の
保
持
増
進

を
図
る
た
め
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

参
加
で
き
る
ラ
ジ
オ
体

操
な
ど
の
事
業
を
行
い

ま
す
。

【
主
な
経
費
】謝
金
16
万
円
、

補
助
金
40
万
円
、
需
用
費

74
万
円

（
担
当
：
い
き
い
き
健
康

課 

地
域
医
療
係
）

東
郷
病
院
改
築
事
業　

【
予
算
額 

９
７
２
万
円
】

　
市
民
に
安
全
・
安
心
な
医
療
を
提
供
す

る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
の
意
見
を

聴
き
な
が
ら
、
老
朽
化
し
て
い
る
病
院
施

設
の
改
築
に
必
要
な
計
画
策
定
お
よ
び
設

計
業
務
を
行
い
ま
す
。

【
主
な
経
費
】
委
託
料
な
ど
９
７
２
万
円

（
担
当
：
東
郷
病
院
）

日向工業高校裏の避難路
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今
年
度
は
、
家
屋
移
転
、
街
路
整
備
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
財
源
】
国
県
の
補
助
金
３
億
４
３
０
万
円
、

市
の
負
担
額
１
億
９
，
５
７
０
万
円

（
担
当
：
市
街
地
整
備
課 

街
な
か
整
備
係
）

婚
活
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　   【
予
算
額 

50
万
円
】   

　
少
子
化
対
策
・
過
疎
対
策
の
一
環
と
し

て
、
独
身
男
女
を
対
象
に
、
体
験
・
交
流

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
出
会
い
の
機
会
を
創

出
す
る
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

【
主
な
経
費
】
補
助
金
50
万
円

（
担
当
：
総
合
政
策
課 

政
策
推
進
係
）

施
設
の
多
く
が
、
こ
れ
か
ら
更
新
時
期
を

迎
え
ま
す
。

　
更
新
費
用
負
担
の
平
準
化
や
施
設
配
置

の
見
直
し
な
ど
、施
設
の
効
率
的
な
管
理
運

営
を
図
っ
て
い
く
た
め
、施
設
情
報
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
構
築
を
行

い
ま
す
。

【
主
な
経
費
】
委
託
料
９
１
０
万
円

（
担
当
：
財
政
課 

施
設
経
営
係
）

財
光
寺
南
土
地
区
画
整
理
事
業

【
予
算
額 

９
億
円
】

　
財
光
寺
南
地
区
の
街
路
網
の
整
備
を
行

い
、安
全
・
安
心
で
自
然
と
共
生
す
る
快
適

な
住
環
境
の
形
成
を
図
り
ま
す
。今
年
度
は
、

家
屋
移
転
、宅
地
造
成
、
道
路
整
備
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。

【
財
源
】
国
の
補
助
金
４
億
７
，６
５
０
万
円
、

市
の
負
担
額
４
億
２
，３
５
０
万
円

（
担
当
：
市
街
地
整
備
課 

区
画
整
理
係
）

駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業　

【
予
算
額 

５
億
円
】

　
駅
周
辺
の
都
市
基
盤
整
備
と
商
店
街
の

再
構
築
な
ど
を
行
い
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
と
賑
わ
い
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ（
魅
力
）を
発
信

【
予
算
額 

１
，
４
８
０
万
円
】

観
光
Ｐ
Ｒ
事
業 

他
６
事
業
　

　
九
州
圏
域
は
も
と
よ
り
、
中
国
・
四
国

や
関
西
方
面
へ
日
向
の
魅
力
を
発
信
す
る

た
め
に
、
各
種
媒
体
を
通
じ
た
観
光
Ｐ
Ｒ

事
業
や
観
光
誘
致
活
動
、
物
産
展
の
開
催
、

観
光
大
使
の
イ
ベ
ン
ト
派
遣
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ（
魅
力
）を
再
発
見	

　
　

【
予
算
額 

４
，２
７
５
万
円
】

記
紀
編
さ
ん
１
３
０
０
年
記
念「
お
舟
出
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」事
業 

他
９
事
業

　
神
武
天
皇
お
舟
出
の
地
「
ひ
ゅ
う
が
」

を
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す

る
た
め
の
「
神
武
天
皇
ご
東
遷
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
事
業
や

観
光
拠
点
づ
く

り
、
延
岡
・
門

川
と
連
携
し
た

マ
リ
ン
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
周
遊

型
の
観
光
商
品

の
開
発
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。

日
向
サ
ン
パ
ー
ク
温
泉管

理
運
営
費

【
予
算
額 

８
，３
８
５
万
円
】

　
日
向
サ
ン
パ
ー
ク
温
泉
の
施
設
を
活
用

し
、
市
民
お
よ
び
観
光
客
へ
癒
し
と
憩
い

の
空
間
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
空
調
機
器

更
新
工
事
な
ど
必
要
な
整
備
を
行
い
、
施

設
の
利
便
性
向
上
や
観
光
施
設
と
し
て
の

更
な
る
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

【
主
な
経
費
】
維
持
補
修
工
事
４
，８
０
０
万
円

（
担
当
：
観
光
振
興
課 

日
向
サ
ン
パ
ー
ク
係
）

そ
の
他 

将
来
を
み
す
え
た“
ま
ち
づ
く
り
”プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
向
市
全
市
公
園
化
推
進
事
業

【
予
算
額 

４
，４
０
０
万
円
】

　
市
全
域
を
憩
い
の
場
（
公
園
）
と
し
て

捉
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付
を
財

源
の
一
部
と
し
、
自
然
景
観
や
都
市
景
観

に
配
慮
し
た
、
花
や
緑
の
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
主
な
経
費
】
工
事
費
２
，０
０
０
万
円
、
補
助

金
95
万
円
、基
金
積
立
金
２
，０
０
０
万
円

（
担
当
：
都
市
計
画
課 

都
市
企
画
係
）

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
業
務

　
　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
対
応
事
業

【
予
算
額 

２
，０
０
０
万
円
】

　
平
成
28
年
よ
り
施
行
予
定
の
社
会
保
障
・

税
番
号
制
度
の
導
入
に
対
し
、
国
が
示
し

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
社
会
保
障
・

税
番
号
制
度
に
適
切
に
対
応
し
た
シ
ス
テ

ム
改
修
・
整
備
を
行
い
ま
す
。

【
主
な
経
費
】
委
託
料
２
，０
０
０
万
円

（
担
当
：
総
合
政
策
課 

情
報
政
策
係
）

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト推

進
事
業

    

　
　
　
　
　  【
予
算
額 

１
，０
０
０
万
円
】

　
高
度
成
長
期
以
降
に
建
設
さ
れ
た
公
共

Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ（
よ
い
と
こ
）を
体
感

【
予
算
額 

１
，６
８
３
万
円
】

牧
水
・短
歌
甲
子
園
開
催
事
業 

他
５
事
業

　「
牧
水
・
短
歌
甲
子

園
」の
参
加
対
象
を
全

国
に
拡
大
し
ま
す
。ま

た
、ひ
ょ
っ
と
こ
夏
祭

り
や
ふ
る
さ
と
花
火

大
会
、は
ま
ぐ
り
碁
石

ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
日
向
の「
よ

い
と
こ
」を
体
感
で
き
る
事
業
を
展
開
し
、

全
国
か
ら
の
誘
客
を
図
り
ま
す
。

Ｄ
Ｏ
ス
ポ
ー
ツ
！

日
向
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
予
算
額 

１
，
１
２
６
万
円
】

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
活
性
化
事
業 

他
３
事
業

　
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

に
位
置
す
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
積
極
的
に

ア
ピ
ー
ル
し
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
合
宿
の

誘
致
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、「
ス

ポ
ー
ツ
タ
ウ
ン
日
向
」
を
目
指
し
、
日
向

ひ
ょ
っ
と
こ
マ
ラ
ソ
ン
Ｉ
Ｎ
日
向
岬
の
開

催
や
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
の
開
催
、
ラ
ジ
オ

体
操
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

高
速
活
用
・細
島
港
利
用
拡
大

【
予
算
額 

８
２
７
万
円
】

貨
物
集
荷
奨
励
事
業 

他
１
事
業

　
高
速
道
路
を
使
用
し
、
細
島
港
を
利
用

す
る
貨
物
に
対
す
る
助
成
や
高
速
バ
ス
の

運
行
支
援
な
ど
、
高
速
道
路
や
細
島
港
の

利
用
拡
大
を
図
り
ま
す
。

市
民
が
つ
く
る

　
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ（
よ
い
も
の
）を
応
援	

【
予
算
額 

１
，
６
９
０
万
円
】

市
民
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業 

他
４
事
業

　
婚
活
サ
ポ
ー
ト

事
業
や
、市
民
が

自
ら
提
案
す
る
事

業
を
支
援
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域

活
性
化
や
観
光
客

な
ど
の
誘
客
を
図

り
ま
す
。

※
予
算
額
に
つ
い
て
は
５
～
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　
の
各
事
業
と
重
複
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

“
高
速
道
路
開
通
”関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　今回の特集は、市の予算について市民の皆さんと情報を共有し、共に考え、共に行動し、協働によるまちづくりの実
現に向けて作成しています。紙面の都合上、事業を抜粋して掲載していますので、詳細は市ホームページをご覧くだ
さい。予算に関する質問・意見、市政に対する提言などもお待ちしています。　　　　　問財政課（☎内線 2338）
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日 向工業では電気技術部に所属し、
主に電子制御の機械の研究をして

います。エコカー耐久レースやロボコン
などの大会に出場して、ライバルの高校と
競い合うのは楽しいです。将来の目標は、
電気自動車の耐久記録の更新と、鉄道か
電気関係の仕事に就ければと思います。

マグネシウム電池はエコなエネルギーとして注目されているんですよ

日向工業３年 

櫻
さくらがわ

川　裕
ゆ う た

太 さん
（17歳）

このコーナーでは、取材先などで出会った「まちのひと」たちの声を紹介します。

高速開通記念ハイウェイフリーウォ
ーキングでマグネシウム電池で走る
先導車のドライバーを務めました。

まちかど
フリートーク

he Hyuga Exchangehe Hyuga Exchange
ザ ヒュウガエクスチェンジ

06
Vol.
TH
E HYUGA EX

C
H
A
N
GE   THE HYUG

A 
EX
C
H
A
N
G
E～日向市での

　　　ふれあい～

「
お
し
ゃ
べ
り
ＤでＥ
国
際
交
流
」

　
国
際
交
流
員
と
し
て
の
仕
事

に
、
英
会
話
教
室
の
ほ
か
に
も
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
イ
ベ

ン
ト
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
３
月
15
日
に
、
私
が
初
め
て

企
画
し
た
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
お

し
ゃ
べ
り
Ｄ
Ｅ
国
際
交
流
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
日
本
人
３
人
、
外
国
人
５

人
、
計
８
人
が
自
分
の
母
国
の

紹
介
や
外
国
で
の
体
験
、
日
本

で
の
生
活
な
ど
に
つ
い
て
発
表

し
ま
し
た
。

　
外
国
人
の
発
表
者
は
、
私
を

含
め
３
人
が
県
内
の
自
治
体
で

働
く
国
際
交
流
員
で
、
１
人
は

市
内
で
英
会
話
の
先
生
を
し
て

い
る
人
、
そ
し
て
１
人
は
宮
崎

大
学
で
勉
強
を
し
て
い
る
留
学

生
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
ジ

ャ
ン
ル
の
人
達
の
発
表
は
、
参

加
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
と
の
国

際
理
解
、
交
流
を
深
め
る
よ
い

機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
心
配

し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
で
大
成
功
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
色
々
な
方
法
で
日
向

市
の
国
際
化
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
次
の

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に
お
待
ち

く
だ
さ
い
。

◉日時・場所など
▶初級～英語でティータイム～
　６月３日㈫から10月28日㈫ま
での月３回程度、計15回。午後２
時から午後３時まで、さんぴあ２
階会議室で。定員15人。
▶上級～英語で発表会～
　６月４日㈬から10月29日㈬ま
での月３回程度、計15回。午後６
時から午後７時まで、中央公民館
で。定員20人。
◉受講料　無料
◉講　師　国際交流員クリストフ
　　　　　ァー・レゾット
※いずれも定員に達し次第締切り
ます。電話で申し込んでください。
問地域コミュニティ課
（☎内線6251）

楽しい英会話教室
～受講者募集～

▲「おしゃべりＤＥ国際交流」の様子。
自分の体験談などを発表しました。

放送大学 宮崎学習センター

福
ふくざき

﨑　広
ひ ろ か

香 さん
（美郷町　29歳）

放 送大学 宮崎学習センター内の図書
室で、図書や教材の貸し出しなど

の受付業務をしています。夢や目標に向
かって学習する皆さまを、図書室という、
より身近なところから応援し、より良い
環境づくりに努めます。当センターへの
入学を、いつでもお待ちしています。

好きなアニメはムーミン。いつかフィンランドに会いに行きます♪

宮崎学習センターでは、入学相談を
いつでも受け付けています。

A
n

n
o

u
n

c
e

 T
h

e
 F

in
a

n
c

ia
l

 S
ta

t
e

m
e

n
t

s

＜目的別分類＞
246億9千5百万円
経常行政コスト合計

総務
19億4千2百万円

(7.9％)
消防

10億1千7百万円
(4.1％)

議会
2億4千1百万円(1.0％)

教育
23億2千1百万円

(9.4％)

生活インフラ・国土保全
45億5千7百万円(18.4％)

産業振興
22億2百万円(8.9％)

福祉
99億3千3百万円
(40.2％)

環境衛生
19億2千5百万円(7.8％)

回収不能見込計上額
5千万円(0.2％)

支払利息
5億7百万円(2.1％)

＜性質別分類＞
246億9千5百万円
経常行政コスト合計

人にかかるコスト
（人件費など）
47億5百万円
19.0％

物にかかるコスト
（物件費・維持補修費など）

73億2千8百万円
29.7％

その他のコスト
5億5千7百万円

2.3％

移転支出的なコスト
（社会保障給付など）
121億5百万円
49.0％

　
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
企
業
の
損
益

計
算
書
に
あ
た
る
も
の
で
す
。

　
市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
、
ど
れ

だ
け
の
費
用
が
か
か
っ
た
か
を
表
し
て
お

り
、
人
や
モ
ノ
な
ど
の
性
質
別
に
集
計
し

た「
性
質
別
行
政
コ
ス
ト
」と
、
生
活
や
産

業
別
な
ど
目
的
別
に
集
計
し
た「
目
的
別

行
政
コ
ス
ト
」が
あ
り
ま
す
。

①
性
質
別
の
コ
ス
ト
を
見
る
と
、
移
転
支

出
的
な
コ
ス
ト
が
49
・
０
％
を
占
め
て
い

ま
す
が
、
な
か
で
も
、
児
童
手
当
給
付
事

業
費
な
ど
の
社
会
保
障
給
付
に
か
か
る
費

用
が
66
億
９
千
万
円
、
全
体
の
27
・
１
％

と
高
い
割
合
に
な
っ
て
い
ま
す
。

②
目
的
別
の
コ
ス
ト
計
算
書
で
も「
福
祉
」

の
割
合（
40
・
２
％
）が
最
も
高
く
、
次
い

で「
生
活
イ
ン
フ
ラ
・
国
土
保
全
」（
18
・

４
％
）、「
教
育
」（
９・
４
％
）の
順
に
続

い
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
財
務
書
類
を
分
析

し
、
今
後
の
予
算
編
成
に
活
用
す
る
な

ど
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

※
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
な
ど
の
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
財
政
課
行
政
経
営
係

　（
☎
内
線
２
３
３
２
）

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
財
政
状
況
を
よ

り
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
国
の
「
新

地
方
公
会
計
制
度
」
に
基
づ
き
、
第
三
セ

ク
タ
ー
な
ど
の
関
連
団
体
も
含
め
た
連
結

ベ
ー
ス
の
財
務
書
類
４
表
（
貸
借
対
照
表
、

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、
純
資
産
変
動
計
算

書
、
資
金
収
支
計
算
書
）
を
公
表
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
財
務
書
類
に
よ
り
、
市

の
所
有
す
る
す
べ
て
の
資
産
と
債
務
の
実

態
が
分
か
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
24
年
度
決
算
を
基
に
作

成
し
た
財
務
書
類
の
う
ち
、「
貸
借
対
照
表

（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）」
と
「
行
政
コ
ス
ト

計
算
書
」（
い
ず
れ
も
普
通
会
計
）
に
つ

い
て
示
し
て
い
ま
す
。

　
貸
借
対
照
表
は
、
市
が
ど
れ
ほ
ど
の
資

産
を
有
し
、
ど
れ
ほ
ど
の
債
務
が
あ
る
の

か
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
と
23
年
度
を
比
べ
る

と
、
資
産
が
、
減
価
償
却
な
ど
に
よ
り
、

12
億
２
千
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
負
債
総
額
も
、
財
政
改
革
プ

ラ
ン
に
基
づ
く
取
り
組
み
（
起
債
額
制

限
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
前
年
度
比
較
で
、

３
億
３
千
万
円
（
地
方
債
３
億
３
千
万
円
）

減
少
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
負
債
の
動
向
は
、
将
来
世
代
の
負

担
に
関
わ
る
の
で
、
中
長
期
的
な
視
点
に

基
づ
い
た
健
全
な
財
政
運
営
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

日向市の財務書類を公表します
平成24年度バランスシート（貸借対照表）

[ 資産 ]
● 負債（借入金など )
　 409 億 6 千万円（ 64 万４千円 / 市民一人あたり )
● 純資産（国県補助金・市税など )
　 855 億 3 千万円（134 万５千円 / 市民一人あたり )

[ 負債と純資産 ]
貸方　負債・純資産合計 1,264 億９千万円借方　資産合計 1,264 億９千万円

● 公共資産（道路・公園・学校など )
　 1,145 億１千万円（180 万円 / 市民一人あたり )
● 投資など（出資金・基金など )
　 79 億 5 千万円（12 万５千円 / 市民一人あたり )
● 流動資産（現金預金・未収金など）
　 40 億 3 千万円（６万３千円 / 市民一人あたり )

平成 24 年度
行政コスト計算書

市民一人あたりの
経常行政コストは

38 万８千円

作成基準日・平成 25 年３月 31 日住基人口	63,604 人
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 住環境の整備、産業の活性化および雇用の促進
◉
補
助
対
象
者

・
市
内
に
住
所
が
あ
り
、本
人
が
居
住
す

る
住
宅（
建
築
後
１
年
以
上
経
過
し
、
賃

貸
借
住
宅
、店
舗
、事
務
所
な
ど
を
除
く
）

を
改
修
す
る
人

◉
補
助
の
対
象
と
な
る
工
事

・
住
宅
の
修
繕
、
改
修
お
よ
び
増
築

・
壁
紙
、床
板
、
屋
根
な
ど
の
張
り
替
え
、

外
壁
、
屋
根
の
塗
り
替
え

・
そ
の
他
、住
宅
本
体
に
関
す
る
設
備
工
事

◉
補
助
の
条
件

・
対
象
工
事
費
が
20
万
円
以
上

・
市
税
（
国
民
健
康
保
険
税
を
含
む
）
の

滞
納
が
な
い
こ
と

・
こ
れ
ま
で
に
同
事
業
を
利
用
し
た
こ

と
が
な
い
こ
と

・
市
内
の
登
録
さ
れ
た
事
業
者
が
工
事

を
行
う
こ
と
（
下
請
業
者
も
同
様
）

・
市
の
承
認
を
受
け
て
工
事
に
着
工
す

る
こ
と

・
交
付
決
定
さ
れ
た
年
度
の
３
月
末
ま

で
に
工
事
が
完
了
か
つ
現
地
確
認
検
査

を
受
け
る
こ
と

◉
補
助
額

・
対
象
工
事
費
の
10
％
で
、上
限
は
10
万

円
。

◉
県
産
材
使
用
に
よ
る
補
助
額
の
加
算

・
工
事
に
県
産
材
を
１
㎥
以
上
使
用
す

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
受
付
を
開
始

hyugacity.jp

まちの動き
市 政

Spot

　

毎
年
５
月
を
「
消
費
者
月
間
」
と
し
、

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
啓
発
、
教

育
な
ど
の
事
業
を
集
中
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。

　
近
年
、
高
齢
者
の
消
費
者
被
害
の
相

談
件
数
が
、
高
齢
者
の
人
口
の
伸
び
以

上
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
再
び

狙
わ
れ
て
被
害
に
あ
う
「
二
次
被
害
」

も
増
加
傾
向
に
あ
る
な
ど
、
訪
問
支
援

な
ど
に
よ
る
積
極
的
な
見
守
り
対
策
や

サ
ポ
ー
ト
を
講
じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
平
成

26
年
の
消
費
者
月
間
で
は
、
消
費
者
の

不
安
を
解
消
し
、
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
た
め
、「
つ
な
が
ろ
う
消
費
者
～
安

全
・
安
心
な
く
ら
し
の
た
め
に
～
」
を

統
一
テ
ー
マ
と
し
て
、
消
費
者
問
題
に

関
す
る
啓
発
、
教
育
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

各
種
相
談
窓
口

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
債
務

相
談
や
契
約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
を

受
け
る
だ
け
で
な
く
、
出
前
講
座
を
行

い
、
悪
質
業
者
の
手
口
や
対
処
法
な
ど

を
紙
芝
居
や
寸
劇
な
ど
で
紹
介
し
な
が

ら
、
注
意
喚
起
や
被
害
拡
大
防
止
に
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
専
門
的
な
相
談

の
場
合
は
、
専
門
機
関
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

例
１
＝
住
宅
の
不
具
合
に
つ
い
て
事
業

者
と
話
が
ま
と
ま
ら
な
い
。

　
問
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
紛
争
処
理
支

援
セ
ン
タ
ー
　
住
ま
い
る
ダ
イ
ヤ
ル
　

　
☎
０
５
７
０・０
１
６・１
０
０

例
２
＝
交
通
事
故
の
示
談
の
時
期
、
方

法
を
聞
き
た
い
。

　
問
日
弁
連
交
通
事
故
相
談
セ
ン
タ
ー
　

交
通
事
故
電
話
相
談

　
☎
０
５
７
０・０
７
８・３
２
５

「
出
前
講
座
」
を
行
っ
て
い
ま
す

◉
対
象
　
市
内
の
団
体
（
高
齢
者
学
級
・

家
庭
教
育
学
級
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
）

◉
テ
ー
マ
　
悪
質
商
法
の
手
口
と
対
策
・

契
約
の
基
礎
知
識
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト

ラ
ブ
ル
と
対
策
な
ど
、希
望
に
応
じ
ま
す
。

「
消
費
者
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す

◉
相
談
内
容
　
債
務
相
談
・
契
約
ト
ラ
ブ

ル
な
ど

◉
相
談
日
　
平
日
の
月
曜
か
ら
金
曜
日

◉
相
談
時
間
　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で

問
日
向
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
民
課
市
民
相
談
係
内
）　

☎
55
・
９
１
１
１

消
費
者
問
題
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

つながろう消費者　～安全・安心なくらしのために～

る
場
合
、３
万
円
の
加
算
。県
産
材
と
は
、

県
内
で
生
産
・
製
材
ま
た
は
加
工
さ
れ

た
も
の
で
、
申
請
に
は
、
製
材
業
者
な

ど
発
行
の「
出
荷
証
明
書
」な
ど
が
必
要
。

◉
補
助
の
予
定
件
数

・
約
１
０
０
件

◉
受
付
開
始

・
５
月
12
日
㈪
か
ら
随
時
受
付
（
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
）
予
算

額
に
達
し
次
第
、
受
付
を
終
了
。

◉
注
意
事
項

・
補
助
金
交
付
決
定
前
に
工
事
着
工
も

し
く
は
完
成
し
て
い
る
場
合
は
、補
助
対

象
外
。

・
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
、Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ

ー
タ
ー
、太
陽
熱
温
水
器
、灯
油
ボ
イ
ラ

ー
、ガ
ス
給
湯
器
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
二
次
製
品
の
購
入
費
用
は
補
助
対
象

外
（
た
だ
し
、
工
事
費
用
は
補
助
対
象
）

・
小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
登
録
制

度
は
、前
年
度
に
登
録
が
あ
っ
た
事
業
者

も
改
め
て
登
録
が
必
要
。詳
し
く
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
、総
務
課
契
約
監
理

係
（
☎
内
線
２
２
６
３
）
へ
。

　
補
助
の
条
件
、補
助
対
象
な
ど
の
詳
細

は
、事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
商
工
港
湾
課
商
工
振
興
係

（
☎
内
線
２
６
３
５
）

耐震診断アドバイザーの派遣も
　
昭
和
56
年
以
前
の
耐
震
基
準
で
建
て

ら
れ
た
木
造
住
宅
な
ど
の
家
屋
や
建
築

物
は
、
耐
震
性
が
不
足
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
、
早
め
に
耐
震
診
断
を
受
け
、

耐
震
改
修
工
事
に
よ
り
耐
震
化
を
図
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
市
は
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
す

る
た
め
、
耐
震
診
断
費
用
お
よ
び
耐
震

改
修
工
事
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
ほ

か
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し
、

耐
震
化
の
ア
ド
バ
イ
ス（
２
時
間
程
度
）

を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

◉
耐
震
診
断

・
募
集
件
数
　
20
件

・
助
成
額
　
耐
震
診
断
費
用
の
10
分
の

９
以
内（
限
度
額
５
万
４
千
円
）

・
対
象
者
　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

建
築
さ
れ
た
２
階
建
て
以
下
の
木
造
住

宅
を
所
有
し
、
居
住
し
て
い
る
人
。
賃

貸
住
宅
は
対
象
外
。

◉
耐
震
改
修
工
事

・
募
集
件
数
　
10
件

・
助
成
額
　
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部

構
造
評
点
の
最
小
値
が
0.7
以
上
1.0
未
満

の
と
き
、
耐
震
改
修
工
事
費
用
の
３
分

の
１
以
内（
限
度
額
50
万
円
）　
0.7
未
満

の
と
き
、
耐
震
改
修
工
事
費
用
の
２
分

障
が
い
に
関
す
る
手
当
の
額
が
変
更
に

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
助
成
し
ま
す

自動物価スライド制により改定
　
在
宅
の
障
が
い
児
・
者
の
生
活
を
経
済

的
に
支
援
す
る
給
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

給
付
額
は
、
物
価
変
動
に
応
じ
て
自
動

的
に
額
を
改
定
す
る「
自
動
物
価
ス
ラ
イ

ド
制
」が
と
ら
れ
て
い
て
、
平
成
26
年
度

は
表
に
あ
る
３
つ
の
手
当
て
の
金
額
が
変

更
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
各
種
手
当
に
つ

い
て
は
次
の
よ
う
な
人
に
支
給
付
さ
れ
ま

す
。

◉
特
別
児
童
扶
養
手
当
　

　
中
程
度
以
上
の
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未

満
の
児
童
を
監
護
・
養
育
し
て
い
る
父

母
、
ま
た
は
養
育
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ

ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
手

当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

①
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
父
母
な
ど
の

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
。

②
対
象
児
童
が
各
種
福
祉
施
設
に
入
所
し

て
い
る
場
合
。

③
対
象
児
童
が
障
が
い
を
理
由
と
す
る
年

金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
。

◉
特
別
障
害
者
手
当
　

　
著
し
く
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を

必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の
在
宅
の
人
に
対

し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

の
１
以
内（
限
度
額
75
万
円
）

・
対
象
者
　
耐
震
診
断
の
対
象
者
に
同

じ
。

◉
耐
震
診
断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

・
募
集
件
数
　
40
件

・
対
象
者
　
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
の

対
象
者
の
ほ
か
自
治
会
な
ど
の
集
会
に

出
向
い
て
の
耐
震
相
談
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
気
軽
に
問
い

合
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
建
築
係

（
☎
内
線
２
３
４
５
）

◉
障
害
児
福
祉
手
当
　

　
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
日
常
生

活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

20
歳
未
満
の
在
宅
の
人
に
対
し
て
支
給

さ
れ
ま
す
。

◉
日
向
市
心
身
障
害
児
介
護
手
当
　

　
給
付
月
額
＝
５
０
０
0
円（
た
だ
し
、

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
、

障
害
児
福
祉
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
３
０
０
０
円
）。
身
体
障
害
者
手
帳
も

し
く
は
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人（
20
歳
未
満
）の
保
護
者
ま
た
は
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
に
対
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

（
☎
内
線
２
１
７
１
）

月　額 平成26年
３月分まで

平成26年
４月分から

特別児童扶養
手当1級 50,050円 49,900円

特別児童扶養
手当2級 33,330円 33,230円

特別障害者手当 26,080円 26,000円

障害児福祉手当 14,180円 14,140円

▲イベント会場などにも相談ブースを設けています。
お気軽に相談してください。
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● TOPICS ●
まちの話題をお届けします

市は、国の補助金を活用し、
市内全域の防犯灯と公園灯の
一部、約6,000基について、Ｌ
ＥＤ照明への取り換え工事を
このほど完了しました。この
取り組みは県内自治体では初
めて。ＬＥＤの防犯灯は従来
の蛍光灯や水銀灯よりも明る
く、消費電力が少ないうえに、
長持ちなのが特徴です。電気
料金、修繕料などの経費削減
に加えて、「犯罪や事故のない
社会づくり」に役立てられます。

防
犯
灯
を
長
持
ち
で
経
済
的
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
へ

犯罪や事故のない社会づくり

4月13日、市役所で平成26・
27年度青少年指導員の委嘱式
が行われました。市は各地区
に、青少年の非行防止と健全
育成を目的に「日向市青少年指
導員」を委嘱し、子どもの見守
り活動などを行っています。
任期は２年で、今回は89人に
委嘱しました。指導員には、
地区内の定期的な巡回や、青
色回転灯装備車両（青パト）で
のパトロールなど、さまざま
な活動を行っていただきます。

地
域
の
子
ど
も
を
見
守
る
青
少
年
指
導
員

各地区からの推薦などで選出南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
指
定

３月28日、国は南海トラフ地
震での被害が想定される29都
府県の707市町村を、地震防災
対策推進地域に指定しました。
このうち、沿岸部の139市町村
を津波対策特別強化地域とし、
県内では日向市をはじめ、門
川町や延岡市といった、沿岸
10市町が指定されました。今
後は、津波避難対策緊急事業
計画を策定し、国からの補助
金の特例を活用しながら、津
波避難対策を進めていきます。

さらに特別強化地域に指定

つつじが咲くこの時期、東郷
町牧水公園では、牧水の里の
つつじ祭りが開かれました。
公園内の約３万本、７種類の
鮮やかなつつじが咲きほこる
中、地元の人や市内外から
約１,000人が訪れ、小雨のた
め屋内で行われた、ダンスや
神楽といったステージイベン
トなど、多彩な催しを楽しみ
ました。また、県のゆるキャラ

「みやざき犬」も来場し、多くの
家族連れなどで賑わいました。

恒
例
の
牧
水
の
里
の
つ
つ
じ
祭
り
開
催

雨にも関わらず多くが参加

３月９日、国は細島港の沖合
に、全国で17カ所目、九州で
は初めてとなる衛星利用測位
システム（ＧＰＳ）波浪計を設
置しました。波浪計はＧＰＳ
衛星で、沖合に浮かべたブイ
の上下変動を計測し、海面の
変動を常に観測。波が港湾施
設に与える影響を分析し、堤
防の設計に利用されるほか、
地震発生時には津波警報や津
波高の予測に生かされ、今後
の防災対策にも活用されます。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
防
災
対
策
に
期
待

細島沖にＧＰＳ波浪計設置

お倉ヶ浜海水浴場で４月20日
に開かれた、第８回日向市長
杯のりのりカップ in お倉ヶ浜。
県内外から約300人のサーフ
ァーがサーフィンコンテスト
に参加しました。多くの観客
が見守る中、雨天で厳しいコ
ンディションにもかかわらず、
少しでもよい波に乗ろうと、
熱い戦いが繰り広げられまし
た。写真は、今回から新設さ
れた種目、SUP（スタンドアッ
プパドル）クラスの入賞者ら。

夏
を
先
取
り
、
市
長
杯
の
り
の
り
カ
ッ
プ

県内外のサーファー 300人

広
域
情
報
掲
示
板

分
か
り
や
す
い

日
向
・
東
臼
杵
の

広
域
バ
ス
マ
ッ
プ

を
作
成

　

日
向
・
東
臼
杵
圏
域
に
は
、
宮
崎

交
通
が
運
行
す
る
路
線
バ
ス
と
市
町

村
が
運
行
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
２
つ
の
バ
ス
路
線
が
あ
り
ま
す
が
、

乗
り
継
ぎ
が
分
か
り
に
く
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
乗
り
継
ぎ
が
分
か
り
や

す
く
、
利
用
者
の
主
な
目
的
で
あ
る

病
院
へ
の
通
院
を
考
え
た「
広
域
バ
ス

マ
ッ
プ
」を
新
た
に
作
成
し
ま
し
た
。

　

マ
ッ
プ
は
バ
ス
の
車
内
や
路
線
の

病
院
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
日
向
・
東
臼
杵
市
町
村
振
興
協
議

会
事
務
局（
市
総
合
政
策
課
内
）

☎
５
２
・
１
４
５
３

F
A
X
５
２
・
１
４
５
５

東
九
州
自
動
車
道
「
延
岡
～
宮
崎

間
」
の
開
通
を
最
大
限
に
活
か

そ
う
と
、
４
月
18
日
㈮
～
20
日
㈰
の
３

日
間
、耳
川
流
域
の
５
市
町
村（
日
向
市
、

門
川
町
、
美
郷
町
、
諸
塚
村
、
椎
葉
村
）

が
連
携
し
、
宮
崎
市
の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
観
光
地
の
紹
介
や
、

地
場
産
品
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　
20
日
㈰
の
午
後
か
ら
は
、
各
市
町
村

長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
産
品
な
ど
を
行

き
交
う
人
に
直
接
売
り
込
む
「
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
」
を
行
い
、
応
援
に
駆
け
つ

け
た
市
町
村
の
観
光
レ
デ
ィ
や
公
認
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
と
と
も
に
、
地
域
の
魅
力

を
紹
介
し
ま
し
た
。
店
を
訪
れ
た
客
の

反
応
は
上
々
で
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
に
よ
る

特
産
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
、
ひ
ょ
っ
と
こ

踊
り
愛
好
会
に
よ
る
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り

の
披
露
も
あ
り
、
会
場
は
た
い
へ
ん
な

盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、
多
く
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ

の
コ
ー
ナ
ー
に
足
を
止
め
て
、
各
市
町

村
の
特
産
品
や
、
東
九
州
自
動
車
道
の

開
通
で
身
近
と
な
っ
た
耳
川
流
域
の
観

光
地
な
ど
に
関
心
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

―
情
熱
！
み
や
ざ
き
フ
ェ
ア
―

東
九
州
自
動
車
道
開
通
で

　

耳
川
流
域
地
場
産
品
を
Ｐ
Ｒ

５市町村団結してまちをＰＲ

情熱！みやざきフェア開催
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日 　 向 　 市 　 子 　 育 　 て 　 応 　 援 　 宣 　 言

親子で「絵本の読み聞かせ」
5月のおはなし会
◉乳幼児向け（毎週木曜日）
８日、15日、22日、29日の
午前10時30分から10時50分まで。
◉幼児向け（毎週水曜日）
７日、14日、21日、28日の
午後３時30分から４時まで。
◉小学生向け（毎週土曜日）
３日、10日、17日、24日、31日の
午前11時から11時30分まで。

子ども映画上映会
５月11日㈰　午前10時30分～

「三枚のお札」「そこつ惣兵衛」
「ちびくろさんぼ」「どうぞのいす」
合計上映時間は60分程度

ブックスタート展開中

おすすめの本

◉日時 ５月10日㈯、午後１時から４時（受
付は３時まで）、さんぴあ会議室で。修理は
無料ですが、部品・材料代は自己負担です。
問 ☎090・9607・3299（岸本）

◉開館日および時間
　火曜～金曜日＝午前９時～午後６時30分	
　土、日、祝日＝午前９時～午後５時	
◉５月の休館
	１日、12日、19日、26日
問市立図書館 
☎54・1919（春原町１–47）
　	http://www.lib.city.hyuga.miyazaki.jp

おもちゃ病院ひゅうが✚

　ブックスタートとは、「赤ちゃんと本を通して楽しい
時間を分かち合うこと」を応援する運動です。７か月児
健診のときに、絵本や子育てアドバイス冊子などが入っ
たブックスタートパックを配布します。 

●まま みてて ●

ぼ くひとりでできるんだよ。ひ
とりでできるのすごいでし

ょ ! だからね、ままみてて ! 」 そう
言ってしんちゃんは、ズボンとパ
ンツを脱ぎました。そしてトイレへ
行き…。
まどか　ななみ／作　ポプラ社

●日本国憲法を口語訳してみたら● 

も し外国となにかトラブルが起
こったとしても、それを暴力

で解決することは、もう永久にしな
い。戦争放棄だ―。日本国憲法の口
語訳と原文を比較できるように見開
き2ページで掲載。憲法がもっとよ
くわかる厳選コラムも収録。
塚田薫／著　幻冬舎

●食育保育園 ●

園 児が自分たちで料理するク
ッキング保育、手作り給食、

田植えや収穫の体験…。「食で子ど
もを育む」という姿勢をもつ保育園
で行われている食育の取り組みを
紹介する。
松本紘宇／著　明石書店

図書館からのお知らせです

こわれた
おもちゃを
修理！

　
胎
児
は
、
胎
盤
内
の
お
母
さ

ん
の
血
液
中
の
酸
素
と
栄
養
を

材
料
に
、
細
胞
分
裂
を
繰
り
返

し
成
長
し
ま
す
。
ま
た
、
胎
内

の
栄
養
が
不
足
す
る
と
、
脳
や

心
臓
に
優
先
的
に
栄
養
が
配
分

さ
れ
、
他
の
臓
器
は
発
育
が
抑

制
さ
れ
ま
す
。

　
妊
娠
後
期
に
な
る
と
お
母
さ

ん
は
、妊
娠
前
に
蓄
え
た
脂
肪
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
い
ま
す
。

ま
た
、脂
肪
は
産
後
に
母
乳
を
作

る
た
め
に
も
使
わ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
胎
児
が
育
つ
た
め
に

は
、
多
く
の
栄
養
や
酸
素
が
必

要
な
た
め
、
血
液
量
も
1.5
倍
に

増
え
ま
す
。
ま
た
、
妊
娠
32
週

頃
か
ら
、
母
体
に
蓄
え
て
い
た

鉄
分
を
胎
児
に
送
り
は
じ
め
る

た
め
、
母
体
は
貧
血
状
態
と
な

り
ま
す
。
も
し
、
そ
の
状
態
が

続
き
、
悪
化
す
る
と
、
胎
児
に

必
要
な
栄
養
や
酸
素
を
う
ま
く

運
べ
な
く
な
り
、
胎
児
の
成
長

が
妨
げ
ら
れ
ま
す
。

妊
娠
期
の
低
栄
養
の
影
響

　
妊
娠
し
て
い
る
と
き
の
お
母

さ
ん
の
栄
養
不
足
は
、
子
宮
内

の
低
栄
養
状
態
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
胎
内
環
境
に

い
る
胎
児
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
節

約
遺
伝
子
が
働
き
ま
す
。

　
胎
児
の
と
き
に
、
こ
の
遺
伝

子
が
働
い
た
人
は
、
生
ま
れ
て

か
ら
も
、
低
栄
養
な
環
境
に
さ

ら
さ
れ
る
こ
と
を
予
測
し
て
、

節
約
遺
伝
子
は
働
き
続
け
、
将

来
に
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂

質
異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病

の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
お
腹
の
胎
児
を
低
栄
養
状
態

に
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

が
、
わ
が
子
の
た
め
に
で
き
る

生
活
習
慣
病
対
策
の
第
一
歩
で

す
。
妊
娠
中
は
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　問
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

（
☎
内
線
２
１
９
６
）

妊
娠
期
の
低
栄
養
を
防
ぎ

子
ど
も
の
生
活
習
慣
病
予
防
を

小さな笑顔は未来の力 みんなで育てよう " ひゅうがっ子 ” Let`s support child raising together in our community.

５月３日
（憲法記念日）

桜ヶ丘ファミリークリニック 
（延岡市夏田町414－１） ☎0982・28・2280

５月４日
（みどりの日）

ほうしやま子どもクリニック 
（延岡市船倉町１－１－７） ☎0982・21・6551

５月５日
（こどもの日）

大王谷こどもクリニック 
（日向市亀崎西２－155－１） ☎0982・50・2000

５月６日
（振替休日）

赤須内科小児科医院 
（延岡市桜園町128） ☎0982・21・2155

５月11日
（第２日曜日）

松崎医院 
（延岡市昭和町１－11－１） ☎0982・21・0001

５月18日
（第３日曜日）

おきしま小児科 
（延岡市大貫町４－1338－１） ☎0982・33・0222

５月25日
（第４日曜日）

藤本内科小児科医院 
（延岡市日の出町１－21－１） ☎0982・34・6195

携帯電話で撮影した写真を、右のＱＲコードでらくらく送信。誕生日の記念などに、お子さんのかわいい写真を投稿してみませんか？
◉掲載対象＝1・2・3歳の誕生日を迎えた乳幼児など。◉投稿方法＝Eメール（携帯含む）。子どもの氏名（ふりがな）・住所・年齢、保

護者の連絡先、および30文字程度のコメント（絵文字は表示できないものがあります）を記載して、撮影した写真を添付して送信してく

ださい。※投稿多数により掲載できない場合もあります。◉送信宛先　　public@hyugacity.jp　問秘書広報課（内線☎2235）

２歳おめでとう☆動物が大好
きなそうちゃん (^-^) また動
物園行こうね♪ 

甲
か い
斐 颯

そ う た
太ちゃん

（2さい・日知屋）

広域連携による

小児科医の日曜・祝日などの在宅当番医

小児科の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
当番医は変更になる場合もあるので、受診前に電話で確認してください。

　平日の夜間、急な病気やケガの治療が必要な人のための
診療所です。診療対象は小学生以上ですが、小学生の場合
は受診する前に電話（☎50・1000）で確認してください。
◉診療時間　平日の夜間、午後７時30分から午後９時30分　
　　　　　　まで（受付＝午後７時15分から）
　　　　　　※５月連休中はカレンダー通りのお休みです。
◉診 療 科　内科・外科

日向市初期救急診療所
日向市北町２丁目10番地

延岡市夜間急病センター
延岡市出北６‒1621（延岡市医師会病院となり）

　小児の夜間の急な病気やケガに対して、延岡・日向地区
の小児科医が協力して、治療にあたります。
◉診療時間　午後７時30分から午後11時まで
◉診 療 科　小児科（毎日）☎0982・21・9999

日曜・祝日などの在宅当番医について
日向市東臼杵郡医師会テレフォンサービス
☎53・1214　　http://hyuga-ishikai.jp/

いつも元気いっぱいの春ち
ゃん”これからも沢山の元気
パワーをちょうだいね！

川
かわごえ

越　春
は る か

香ちゃん
（３さい・亀崎東）

3さ
い

　  で読者投稿コーナー

Happy Birthday
誕生日おめでとう

　新学期に入り、新しい生活も始まっている中で、５月
の連休明けの頃から、やる気をなくす五月病。
　成人のみならず、・小学生・幼児へと低年齢化が進ん
でいます。　
　症状としては――
・やる気が出ない。
・いらいらする。
・学校等に行くのがおっくうになる。
・朝、なかなか起きることができない。
・食欲がない・・・など。
　原因としては、新しい環境や生活に適応できず、がん
ばる気持ちが空回りして、必死にがんばってきた結果、
やる気がなくなり、不登校やストレスを感じているなど
があげられます。　

　６月１日㈰から７日㈯まで
　蔵書点検のため休館です

 ご理解ご協力をお願いします

　対処方法としては――
・がんばりすぎなくていいよと言ってあげる。
・あせらず、すこしずつ環境に慣れていくつもりで過ご
させる。
・休みの日には、親子で体を動かし、ストレスを発散さ
せる。
・食事の時などに、学校での話をきくなど日頃から話し
やすい親子関係を築いておく。
・一緒に遊ぶなど、スキンシップをはかる。
・通っている学校、保育園・幼稚園、市の相談員などに
相談する。
　時間がたてば、環境には慣れていくこともありますが、
万が一症状が重くなったら、専門の医師に相談すること
も大切です。
問こども課子育て支援係（☎内線2196）

気を付けたい 子どもの 五 月 病

はるちゃんお誕生日おめで
とぅ♪これからいろんな思
い出いっぱいつくろぅね♪

椎
し い ば

葉　珀
は る
瑠ちゃん

（１さい・曽根）

1さ
い

ひょうきんで、お歌やダンス
の上手なユアちゃん♪元気い
っぱい育ってね！

本
もとむら

村　結
ゆ あ
愛ちゃん

（２さい・中町）

2さ
い

2才おめでとう～！お兄ちゃ
んと仲良く元気いっぱいに育
ってね (^o^)

池
い け だ

田　彩
あ や と

翔ちゃん
（２さい・財光寺）

2さ
い2さ

い
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地球共生

健康一番

h e a l t h

外
出
す
る
際
に
は
ご
用
心

マ
ダ
ニ
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う

や
め
よ
う
不
法
投
棄

ご
み
の
適
正
処
理
に
ご
協
力
を

e c o l o g y

市
の
資
源
物
回
収
量
は
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
市
の
通
常
収
集
で
は
出
せ

な
い「
適
正
処
理
困
難
物
」の
不
法
投
棄
や
、

地
区
の
資
源
物
集
積
所
に
集
め
ら
れ
た
空
き

缶
な
ど
資
源
物
の「
持
ち
去
り
」が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

「
適
正
処
理
困
難
物
」に
つ
い
て

　
適
正
処
理
困
難
物
の
代
表
的
な
も
の
と
し

て
、
家
電
4
品
目（
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗

濯
機
、
エ
ア
コ
ン
）や
パ
ソ
コ
ン
、
消
火
器
、

在
宅
医
療
廃
棄
物
、
事
業
活
動
に
伴
い
排
出

さ
れ
る
産
業
廃
棄
物
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
製

造
メ
ー
カ
ー
や
販
売
店
に
引
き
取
っ
て
も
ら

い
適
正
に
処
理
さ
れ
れ
ば
、
新
た
な
資
源
と

し
て
活
用
で
き
る
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　
こ
れ
ら
の
も
の
を
購
入
し
た
り
譲
り
受
け

た
り
す
る
場
合
に
は
、
処
分
す
る
時
の
こ
と

も
考
え
て
、
購
入
先
に
処
分
す
る
方
法
を
確

認
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
リ
サ
イ
ク

ル
料
を
払
い
た
く
な
い
、
処
理
の
方
法
が

分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
理
由
で
不
法
に
投

棄
す
れ
ば
、「
五
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は

一
千
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
そ
の
併
科
」

に
処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
不
法
投

棄
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

資
源
物
の「
持
ち
去
り
」に
つ
い
て

　「
空
き
缶
や
金
属
類
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
持

ち
去
っ
て
い
る
。」と
い
う
目
撃
情
報
が
市
に

多
数
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
資
源
物
回
収
量

の
増
加
に
伴
っ
て
、
資
源
物
な
ど
の
違
法
な

「
持
ち
去
り
」が
増
え
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

　
集
積
所
に
集
め
ら
れ
た
資
源
物
の
所
有
権

は
市
に
あ
り
ま
す
。
市
か
ら
収
集
・
運
搬
業

の
委
託
を
受
け
て
い
な
い
者
の
持
ち
去
り
は

窃
盗
事
件
と
し
て
厳
正
に
対
処
し
ま
す
。
不

審
な
動
き
を
し
て
い
る
人
や
現
場
を
見
か
け

た
人
は
、
環
境
政
策
課
ま
で
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
環
境
政
策
課
適
正
処
理
推
進
係

☎
53
・
２
２
５
６

ダ
ニ
の
一
種
で
あ
る
ツ
ツ
ガ
ム
シ
が
媒
介
と

な
る「
つ
つ
が
虫
病
」な
ど
も
あ
り
ま
す
。

刺
さ
れ
な
い
た
め
に
は
予
防
が
肝
心

◉
マ
ダ
ニ
に
近
づ
か
な
い

・
不
用
意
に
草
む
ら
や
、
や
ぶ
に
入
ら
な
い

・
地
面
や
草
む
ら
に
直
接
座
ら
な
い

・
時
々
、
体
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

・
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
を
活
用
す
る

・
枝
や
葉
か
ら
乗
り
移
る
の
で
、
頭
上
に
も

注
意
す
る
　

◉
外
出
時
に
は
肌
を
出
さ
な
い
工
夫
を

・
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
を
着
用

・
ズ
ボ
ン
の
裾
を
靴
下
や
長
靴
に
入
れ
る

・
首
周
り
に
タ
オ
ル
な
ど
を
巻
く

・
つ
ば
の
あ
る
帽
子
を
か
ぶ
る

・
手
袋
を
す
る

◉
帰
宅
し
た
後
に
気
を
付
け
る
こ
と

・
着
て
い
た
服
は
全
部
着
替
え
、
入
浴
し
て

虫
刺
さ
れ
が
な
い
か
調
べ
る
。

・
ダ
ニ
が
皮
膚
に
吸
着
し
て
い
た
場
合
は
、

皮
膚
科
な
ど
を
受
診
す
る
。

・
発
熱
や
発
疹
な
ど
の
症
状
が
出
た
場
合
は

速
や
か
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
。

問
い
き
い
き
健
康
課
健
康
づ
く
り
係

（
☎
内
線
２
１
１
１
）

マ
ダ
ニ
類
は
日
本
中
ど
こ
に
で
も
生

息
し
て
い
ま
す
。
主
に
、
湿
気
が

あ
る
山
林
や
川
沿
い
の
土
手
、
草
む
ら
な
ど

に
生
息
し
て
い
ま
す
が
、
市
街
地
周
辺
で
も

見
ら
れ
ま
す
。
マ
ダ
ニ
が
活
発
に
活
動
す
る

春
か
ら
秋
は
、
屋
外
の
ど
こ
に
で
も
い
る
と

考
え
て
、
不
用
意
に
草
む
ら
に
入
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◉
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
た
ら

　
一
般
的
に
マ
ダ
ニ
に
刺
さ
れ
た
と
き
は
、

痛
み
も
か
ゆ
み
も
感
じ
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
血
を
吸
い
、
大
き
く
膨
ら

ん
だ
ダ
ニ
を
見
つ
け
、
刺
さ
れ
た
こ
と
に
気

づ
く
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
も
し
、
皮
膚
に

吸
着
し
て
い
る
マ
ダ
ニ
を
見
つ
け
た
ら
、
必

ず
皮
膚
科
を
受
診
し
、
適
切
な
処
置
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
慌
て
て
指
な
ど
で
取
り
除
く

と
、
深
く
差
し
込
ま
れ
た
口
先
が
ち
ぎ
れ
て

体
内
に
残
り
、
炎
症
や
か
ゆ
み
が
で
た
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
傷
口
が
化
膿
し
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◉
県
内
で
も
起
き
て
い
る
感
染
症

　
さ
ら
に
怖
い
の
は
、
刺
し
た
マ
ダ
ニ
が
病

原
体
を
持
っ
て
い
た
場
合
に
起
こ
る
感
染
症

で
す
。マ
ダ
ニ
が
媒
体
と
な
る
感
染
症
に
は
、

近
年
報
道
さ
れ
て
い
る「
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
」（
重
症

熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
）や
、
国
内
で
毎

年
多
く
の
報
告
例
が
あ
る「
日
本
紅
斑
熱
」が

あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
マ
ダ
ニ
と
は
違
う
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道駅食楽

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
到
来

道
の
駅
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
開
催

f o o d

日向サンパーク「５月のおすすめ情報」
◉お舟出の湯営業時間　午前10時から午後10時まで。
◉５月の休館日　７日㈬、19日㈪　
◉定期寄席　５月10日㈯、午後１時から。
ハンギングバスケット展示 ５月11日㈰ まで。
フリーマーケット ５月18日㈰ 午前10時から午後３時。
レストラン「潮音」 5月の限定メニュー「カレーフェア」を開
催。エビフライカレーやハンバーグカレーなど、6種類のメ
ニューの中からお好きなカレーを選べます。サラダとソフト
ドリンク付きです。☎56・3800

市ホームページからも簡単アクセス！
http://ww2.wainet.ne.jp/~sunpark/kongetu.jpg
☜携帯電話からはＱＲコードで！

「お舟出 とくトクカレンダー」

◉
新
茶
が
入
荷
し
ま
し
た

　「
夏
も
近
づ
く
八
十
八
夜
・
・
♪
」の
歌
の

フ
レ
ー
ズ
が
浮
か
ん
で
く
る
こ
の
時
期
は
、

お
茶
の
新
芽
が
茶
畑
を
覆
い
ま
す
。こ
の
時

期
に
茶
摘
み
を
し
て
、新
鮮
な
ま
ま
で
作
ら

れ
る
か
ら
こ
そ
、

新
茶
は
と
て
も
お

い
し
い
の
で
す
。

　
一
年
に
一
度
の

う
ま
み
が
ギ
ュ
ッ

と
詰
ま
っ
た
旬
の

味
覚
を
ぜ
ひ
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

お
も
て
な
し
の
心
を
伝
え
る

日
向
市
茶
道
連
盟

緑
茶
は
日
本
人
に
と
っ
て
最
も
身
近

な
飲
み
物
の
ひ
と
つ
で
す
。
立
春

か
ら
数
え
て
八
十
八
日
目
を
八は
ち
じ
ゅ
う
は
ち
や

十
八
夜
と

い
っ
て
、
こ
の
日
に
摘
ま
れ
た
お
茶
を
飲
む

と
1
年
間
元
気
に
過
ご
せ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
抹
茶
を
た
て
て
客
人
を
も
て

な
す
茶
道
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
受
け
継
が

れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
市
内
を
中
心
に
茶
道
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
日
向
市
茶
道
連
盟
を
紹
介
し
ま

す
。
結
成
は
昭
和
57
年
、
９
人
で
発
足
し
ま

し
た
。
加
盟
の
条
件
と
し
て
、
茶
道
の
教
授

資
格
を
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
現
在
は
48

人
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
お
茶
の
流

派
と
し
て
は
、
裏
千
家
淡
交
会
、
大
日
本
茶

道
学
会
、
表
千
家
の
３
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
茶
道
文
化
の
振
興
を
願
う
同
志
に

よ
り
、
流
派
を
越
え
て
ひ
と
つ
の
連
盟
を
結

成
し
て
い
ま
す
。

　
茶
道
連
盟
の
大
き
な
催
し
の
ひ
と
つ
に
、

市
総
合
文
化
祭
の
行
事
で
あ
る「
文
化
祭
お

茶
会
」が
あ
り
ま
す
。
毎
年
11
月
３
日
の「
文

化
の
日
」に
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
と
中
央
公

民
館
を
会
場
に
開
催
し
て
い
ま
す
。そ
の
他
、

市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多

く
、
先
月
、
イ
タ
リ
ア
の
大
型
観
光
客
船
コ

ス
タ
・
ビ
ク
ト
リ
ア
が
細
島
港
へ
寄
港
し
た

際
は
お
茶
の
お
点て
ま
え前
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
流
派
の
活
動
も
盛
ん
で
、
今
月

の
５
月
25
日
㈰
に
は
日
知
屋
公
民
館
で
、
裏

千
家
淡
交
会
に
よ
る「
慈
善
茶
会
」が
開
催
さ

れ
ま
す
。
参
加
費
５
０
０
円
で
お
い
し
い
お

茶
と
お
菓
子
が
味
わ
え
ま
す
。
参
加
は
自
由

で
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

　
茶
道
連
盟
は
こ
れ
か
ら
も
、
茶
道
と
い
う

日
本
の
伝
統
文
化
を
守
り
、
た
く
さ
ん
の
人

に
、そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
催
し
な
ど
で
の
お
点
前
の
依
頼
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
連
絡
は
市
茶
道
連
盟

会
長
の
濱は
ま
本も
と
さ
ん
ま
で（
☎
52
・
７
０
３
２
）

問
文
化
生
涯
学
習
課
文
化
財
・
文
化
振
興
係

（
☎
内
線
６
２
３
１
）

伝統文化

c u l t u r e

外国人乗客にお茶のおもてなし

日向の新茶70ｇ1,080円から

道の駅 とうごう 情報

　
こ
の
ほ
ど
、
東
郷
町
に
あ
る「
道
の

駅
と
う
ご
う
」内
の
詩
季
彩
が
、
レ
ス

ト
ラ
ン
と
直
販
所
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
新
メ
ニ
ュ
ー

も
登
場
し
、
直
販
所
で
は
毎
日
、
地

元
の
農
産
物
や
加
工
品
な
ど
を
販
売

し
て
い
ま
す
。
お
近
く
に
来
た
際
は
、

ぜ
ひ
一
度
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

直売所ならではのとれたて野菜
や惣菜、花の苗などを低価格で
提供しています。

◉営業時間　
午前８時から午後６時まで。
定休日は毎月第１・３木曜日
☎68・3072
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「わんぱく相撲」や、楽しいステージイ
ベントなど、たくさんの催しが予定さ
れています。この機会にぜひ “ うめも
ん ” を食べに来てください。
　また、当日はチケット（金券）での販
売となっていますので、会場やその他
参加店などでお求めください。
◉日時　５月25日㈰、午前11時から
午後８時まで。雨天決行。
◉場所　日向市駅前交流広場
◉チケット販売　1,100円（100円×11
枚）でまちの駅とみたかやＪＡ日向、
参加店などで販売します。前売り券は
1,000円で100円お得です。
◉５月24日㈯から６月１日㈰は、フ
ェスタウィークとしてフェスタ参加店
でチケットが使えます。
問日向ぼっこ実行委員会☎57 ・1831

毎月定期的に開催 
日向市駅高架下イベント

　日向市駅周辺の中心市街地では、人
の交流の促進を図ろうと、次のような
定期的な催しを行っています。
◉「エキイチ」　毎月第２日曜日開催　
・日時や内容　５月11日㈰、午前10時
から午後２時まで。フリーマーケット
や手作り雑貨の販売など（主催 Ｋ２ネ
ット ☎090・5921・5865）
◉「ぷらっとひゅうが駅市」　毎月第３
日曜日開催
・日時や内容　５月18日㈰、午前10時
から午後４時まで。旬の野菜や加工品
の販売。（主催 日向商工会議所 ☎52・
5131）
◉「犬猫譲渡会」　毎月第４日曜日開催
・日時　５月18日㈰、午前11時から　
午後３時まで。今回のみ第３日曜に開
催。犬猫の譲渡会（主催 動物の命を守
る日向の会 ☎090・8767・4801）
問市街地整備課街なか活性化係

（☎内線2514）

問は問い合わせ先、 は申請、または申し込み先の略です。

日向市役所	☎52・2111㈹　東郷総合支所	☎69・2111㈹
ホームページで最新情報をチェック！ http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/

ークまで。
◉申し込み　最寄りの公共職業安定所

（ハローワーク）
　５月13日㈫から14日㈬には施設見
学会が開かれます。お気軽に参加して
ください。
問ポリテクセンター延岡 訓練支援係
☎0982・37・0675

春のとしょかんまつり
５月10日㈯

　市立図書館では春の読書週間にちな
んで「いつもいっしょ、本といっしょ。」
をテーマに「春のとしょかんまつり」を
開きます。恒例の古本市やおはなし会
など楽しい催しがいっぱいです。多く
の皆さんの来場をお待ちしています。
◉日時　5月10日㈯、午前９時20分か
ら午後３時30分まで。
◉場所　市立図書館（春原町１－47）
◉内容　一日としょかん員、おはなし
会、古本市、紙芝居、手づくりコーナ
ー、わらべ唄であそぼう、上映会など。
問市立図書館☎54・1919

5月25日㈰　第５回うめもん
フェスタ㏌ひゅうがを開催

　近隣の市町村を代表する自慢の料理
や加工品が集まったグルメイベント 

「うめもんフェスタ」が開催されます。
　当日は、 うめもんサミットと称して
地元日向の食材を使用したおいしい料
理が集まるほか、全国大会予選となる

東日本大震災義援金の
受付を延長します 

　平成23年３月11日に発生した東日
本大震災から３年が経ちました。あら
ためて、亡くなられた皆さまへ哀悼の
意を表すとともに、被災されたすべて
の皆さまに心よりお見舞いを申し上げ
ます。そして、被災された方々への支
援のため、義援金をお寄せいただいた
皆さまに厚く御礼を申し上げます。
　また、義援金の受付期間を平成26
年３月31日までとしていましたが、
現地は復興途上にあり、現在でも義援
金の申出が多数寄せられていることか
ら、受付期間を平成27年３月31日ま
で延長することになりました。引き続
きご支援をよろしくお願いします。
◉受付期間　平成27年3月31日まで
◉受付方法　募金箱を設置して受付
◉設置場所　市役所１階ロビー、道の
駅ひゅうが（日向サンパーク物産館）
なお、領収書が必要な場合は、福祉課
窓口（市役所庁舎1階）まで。
◉口座振込等による受付　日本赤十字
社東日本大震災義援金担当まで。
☎03・3438・1311（日赤本社代表）
問日本赤十字社日向市地区事務局（福
祉課福祉政策係）（☎内線2162）　

くらしの情報
ひゅうが

INFORMATION

日本赤十字社の救急法などの
講習会を開きませんか

　日本赤十字社宮崎県支部は、救急法
（心肺蘇生法など）、幼児安全法（気道
異物除去法など）、健康生活支援（高齢
者介護の方法など）についての講習会
受講団体を、随時受け付けています。
10人以上のグループであれば、出張
で講習を行います。お気軽に相談して
ください。
問 福祉課福祉政策係（☎内線2162）

図書館の運営などを審議する
協議会委員を募集

　市立図書館の運営などについて審議
する、図書館協議会委員の公募委員を
募集します。協議会は、学校関係者、
社会教育関係者、家庭教育関係者、学
識関係者（公募委員含む）で構成し、年
３回程度、市立図書館で会議を開きま
す。
◉募集人員　２人程度
◉任期　平成28年３月31日まで。
◉応募方法　市立図書館で配布する所
定の応募用紙を、５月23日㈮までに
図書館へ提出。
◉選任方法　書類審査などで選考
◉その他　会議に出席の際は、市の規
定により報酬および旅費を支給。
問 市立図書館☎54・1919

朗読奉仕員養成講座　
定員20名　～受講無料～

　読み聞かせに興味のある人、チャレ
ンジしませんか。
◉受講期間　６月13日㈮から。毎月

第２・第４金曜日（全15回）
◉時間　午前10時から正午まで
◉場所　市障がい者センター「あいと
ぴあ」（ＪＲ日向市駅西口そば）
◉受講料　無料（ただし、テキスト代
が必要）
問 市障がい者センター「あいとぴあ」
☎52・5434

点訳奉仕員養成講座
定員10名　～受講無料～　

　点訳奉仕員養成講座（上級編）の受講
生を募集します。
◉対象者　過去に点訳奉仕員養成講座

（初級編）を受講したことがある人、点
字について勉強したことがある人。
◉受講期間　６月７日㈯から。
毎月第１・第３土曜日（全12回）
◉時間　午前10時30分から午後0時30
分まで
◉場所　市障がい者センター「あいと
ぴあ」（ＪＲ日向市駅西口そば）
◉受講料　無料（ただし、テキスト代
が必要）
問 市障がい者センター「あいとぴあ」
☎52・5434

～自分の力を地域に～
赤十字奉仕団の団員を募集

　日向市赤十字奉仕団は、災害時に炊
き出しや被災者の応急手当を行うボラ
ンティアを随時募集しています。
　赤十字の活動に興味があり、活動意
欲のある人なら誰でも団員になること
ができます。ぜひ、救急法などを学ん
で、自分の力を地域に役立ててみませ
んか。
◉平常時の主な活動　市総合防災訓
練、救急法講習会、ボランティア研修
会への参加など。
問日本赤十字社日向市地区事務局

（福祉課福祉政策係内）（☎内線2162）

日向市男女共同参画推進審議
会委員を３人募集

　市は、男女共同参画社会の実現に向
け、広く一般から意見や提案を聞くた
めに、審議会委員を公募します。
◉募集対象　市内に居住または勤務す
る満20歳以上の人（平成26年４月１日
現在）で、男女共同参画社会づくりに
関心がある人。
◉申込方法　地域コミュニティ課に備
える所定の申込書で、５月23日㈮ま
でに申し込んでください。
◉その他　募集要項および申込書様式
は、市ホームページからもダウンロー
ドできます。　　
問 地域コミュニティ課男女共同参画
推進係 ( ☎内線6252）

ポリテクセンター延岡が離職
者を対象に受講生を募集

　ポリテクセンター延岡は、次のとお
り職業訓練受講生を募集しています。
新たな技能や技術を身につけ、再就職
に向けてがんばってみませんか。
◉訓練期間　７月２日から12月26日

（６ヶ月間）　
◉訓練科と募集人数　テクニカルオペ
レーション科18人。金属加工科18人。
住宅リフォーム科33人。電気設備科
15人。ビジネスワーク科18人。訓練
内容についてはパンフレットやホーム
ページなどに掲載しています。
◉募集期間　６月２日㈪まで
◉入所資格　求職中の人
◉受講料　無料（ただしテキスト代な
どの実費が必要）
◉参考　雇用保険受給者は諸手当を受
給しながら訓練が受講できます。雇用
保険受給者以外の人も一定の条件を満
たせば職業訓練受講給付金を受給しな
がら受講できます。詳しくはハローワ

募　集
Recruit

お知らせ
Info

イベント
Event
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問は問い合わせ先、 は申請、または申し込み先の略です。

防災行政無線の放送内容確認
ダイヤルを新設

　市は、屋外スピーカーから流れる「同
報系防災行政無線」の放送内容が確認
できる「防災行政無線放送内容確認ダ
イヤル」を４月１日から運用開始しま
した。
　下記の番号に電話することで、放送
された内容をそのまま聞くことができ
ます。内容は12時間保存されていま
すのでご活用ください。
◉防災行政無線放送内容確認ダイヤル
　☎ 0800－200 －

（ぼうさいしきゅう）
3 1 4 9

 （※通話料は無料です）
問防災推進課防災推進係（☎内線2222）

消防救急デジタル無線運用が
開始。幅広い活動が可能に

　市消防本部は、４月から消防救急デ
ジタル無線機を使用した消防通信業務
を開始しています。電波法関係法令の
改正によりアナログ方式の使用期限
が、平成28年５月末までとなったこ
とを受け整備されました。
　デジタル無線のメリットは、音声が
鮮明で聞き取りやすい、傍受できない
ため個人情報が守られるなどです。
　さらに、通信ネットワークが構築さ
れれば、連携した活動が可能となるた
め、大規模災害時などに消防救急活動
に役立てられます。
問消防本部警防課（☎内線1239）

防災ハンドブックで
日ごろの備えの確認を

　市はこのたび、「市民のための防災
ハンドブック あなたの家庭はだいじ
ょうぶ？」を作成しました。ハンドブ
ックには水害、土砂災害、地震災害、
津波災害などについて、基本的な知識
や、防災対策などを紹介しています。
防災チェックシートも付いていますの
で、地域や家庭などで活用して、災害
時にとるべき行動を日ごろから確認し
ましょう。
　ハンドブックは自治会から配布され
る以外にも、市役所や各支所、図書館
にも設置しています。
問防災推進課防災推進係（☎内線2222）

農業委員会委員選挙の立候補
届出手続など説明会を開催　

　選挙管理委員会は、平成26年７月
６日㈰に投・開票となる見込みの「農
業委員会委員選挙」の立候補届出手続
などの説明会を開催します。
◉日時　５月29日㈭、午前10時から
◉場所　市役所２階第１～３委員会室
問選挙管理委員会事務局（☎内線2232）

「FM ひゅうが」がスマートフ
ォン専用アプリを開発

　日向市、門川町をエリアとする地元
のコミュニティ FM ラジオ放送局「FM
ひゅうが」が、いつでもどこでも聞け
るスマートフォン専用アプリをつくり
ました。音質も良く、メッセージやリ
クエストが簡単に送れるだけでなく、
災害や防災情報などの緊急情報もリア
ルタイムで配信します。ダウンロード
は公式サイト http://767.fm まで。
問エフエムひゅうが☎54・0767
FAX　54・8767

～軽自動車税の減免～
毎年、申請が必要です

　軽自動車税は、４月１日現在、軽自
動車を所有する人に課税されます。
　次に該当する軽自動車には減免の制
度があります。毎年申請が必要です。
①公益のために直接専用と認められる
軽自動車　②身体障がい者、戦傷病者、
精神障がい者、知的障がい者 ( 以後、
身体障がい者など ) が所有し、みずか
ら運転する軽自動車　③身体障がい者
などが所有し、その身体障がい者など
のために生計同一者が運転する軽自動
車　④身体障がい者（年齢18歳未満の
人に限る。）または、療育手帳・精神福
祉手帳の交付を受けている人のために
生計同一者が所有し、運転する軽自動
車　⑤身体障がい者などのみで構成さ
れている世帯の人が所有し、常時介護
する人が運転する軽自動車　⑥療育手
帳の交付を受けている人が特別支援学
校に通学するために生計同一者が運転
する軽自動車　⑦身体の不自由な人の
ために構造変更された軽自動車　
※障がいの区分・程度により減免が受
けられない場合があります。
◉申請期限　５月26日㈪
◉申請場所　市役所税務課または東郷
総合支所。
◉申請方法　納税通知書（納付せずに
お持ちください。）、身体障害者手帳な
ど、運転する人の運転免許証、印鑑を
持参してください。申請書は申請場所
に用意しています。※運行計画書・通
学証明書などが必要な場合がありま
す。※減免は１人１台で、普通自動車
との重複はできません。普通自動車税
の減免申請期限や要件などの詳細は、
日向県税・総務事務所（☎52・4148）
へ問い合わせてください。
問 税務課市民税係（☎内線2126）

くらしの相談日　まずは気軽に相談してください。

人
権
相
談

◉
５
月
30
日
㈮
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、
中
央
公
民
館
と
南
日

向
公
民
館
で
開
催
。
市
民
課
市
民
相

談
係（
☎
内
線
２
１
４
０
）

行
政
相
談

◉
５
月
21
日
㈬
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
東

郷
支
所
で
開
催
。

◉
５
月
30
日
㈮
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、
市
中
央
公
民
館
で

開
催
。
市
民
課
市
民
相
談
係（
☎
内
線

２
１
４
０
）

◉
毎
月
第
２
、
第
３
金
曜
日
、
午
前

９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で
、
市
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
内
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
推
進
ル
ー
ム「
さ
ん
ぴ
あ
」

で
も
受
付
中
。
☎
55
・
１
６
６
０

法
律
相
談（
☎
要
予
約
）

◉
５
月
15
日
㈭
、
午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
、
市
中
央
公
民
館

で
。
市
民
課
市
民
相
談
係（
☎
内

線
２
１
４
０
）へ
事
前
予
約
が
必

要
。
司
法
書
士
会
日
向
支
部（
☎

０
９
０・６
８
９
４・０
９
６
６
）や
、

宮
崎
県
弁
護
士
会（
☎
０
９
８
５
・

22
・
２
４
６
６
）が
開
く
相
談
会
も

あ
り
ま
す
。詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
。

障
が
い
者
・
難
病
者
相
談

◉
毎
週
土
曜
日
、
午
前
10
時
か
ら
正

午
ま
で
、
Ｊ
Ｒ
日
向
市
駅
西
口
そ
ば

市
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー「
あ
い
と
ぴ

あ
」で
。
☎
52
・
５
４
３
４

介
護
保
険
の
説
明
会

◉
５
月
19
日
㈪
、
午
前
10
時
か
ら
11

時
ま
で
、市
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
。

女
性
相
談

　
電
話
ま
た
は
面
接
相
談
。
月
、火
、

木
、
金
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で
、「
さ
ん
ぴ
あ
」で
。
☎
55
・

１
６
６
０

出
張
年
金
相
談（
完
全
予
約
制
）

◉
５
月
22
日
㈭
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、
市
中
央
公
民
館
で
。

延
岡
年
金
事
務
所
☎
０
９
８
２・
21
・

５
４
２
４
へ
事
前
予
約
を
。相
談
者
は

年
金
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
☎
要
予
約
）

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、ま
ず
は
誰
か
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
精
神
の
病

気
、こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
し
て
、
精
神

科
医
と
保
健
師
が
対
応
し
ま
す
。

◉
５
月
20
日
㈫
、
午
後
１
時
か
ら
午

後
３
時
30
分
ま
で
、日
向
保
健
所
で
。

☎
52
・
５
１
０
１
へ
事
前
予
約
を
。

中
小
企
業
の
無
料
経
営
相
談
会

　
市
内
の
が
ん
ば
る
中
小
企
業
を
応

援
。（
公
財
）宮
崎
県
産
業
振
興
機
構
の

専
門
員
が
経
営
を
ア
ド
バ
イ
ス
。

◉
５
月
12
日
㈪
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、
日
向
地
区
中
小
企
業

技
能
セ
ン
タ
ー
で
。
相
談
は
無
料
で

す
。
商
工
港
湾
課
商
工
振
興
係（
☎

内
線
２
６
３
６
）へ
事
前
予
約
を
。

自転車利用のマナーアップを
暖かくなり、通勤通学やサイクリング
など自転車を利用する機会も増えま
す。次の安全利用５則を守りましょう。
①走行は車道が原則②車道は左側通行
③歩道は歩行者優先、車道寄りを徐行
④ルールを守る（飲酒運転・二人乗り・
並進の禁止、夜間のライト、交差点で
の安全確認）⑤子どもはヘルメットを。
問市民課地域防犯・交通安全係（☎内線2139）

３月中の交通事故件数
人　身 物　損 （　）内は

対前年比４３（－７） 123（－125）

Ａ．これまでは、さかのぼって

免除申請ができる期間は、

申請時点の直前の７月 ( 学生納付特例

は４月 ) まででした。

　平成26年４月からは過去２年（２年

１ケ月前）までさかのぼって申請がで

きるようになりました。

　例えば、平成26年５月に申請すれ

ば平成24年４月まで、平成26年６月

に申請すれば平成24年５月までです。

免除は申請期間に対応する前年所得や

失業などの状況に基づき審査を行いま

すので、承認されない場合があります。

　なお、全額免除と一部免除は配偶者

および世帯主、若年者納付猶予は配偶

者についても所得審査を行います。

　必要な添付書類など詳しくは、延岡

年金事務所（☎0982-21-5424）、ま

たは市民課国民年金係まで。

問市民課国民年金係（☎内線2132）

国民年金の免除は、どこまでさ

かのぼって申請できますか？Q.

くらしのはてな？に
やさしく答えます宮崎県ドクターヘリ導入３年目

平成24年４月にドクターヘリの運航
が開始されて３年目を迎えました。ま
た、今年度は県病院と宮大病院がドク
ターカーの運用を開始します。救急需
要が増大する中、「命の道」である東九
州自動車道も開通したことにより、専
門医療機関への迅速な搬送が可能とな
り、一層の救命率の向上を目指します。
問日向市消防本部 ☎52・2840

３月中の出動件数
救　急 火　災 救　助
261 ２ ２

▲
▲

　情熱みやざきフェア。テンテコテン
と「ひょっとこ踊り」が始まるとあっと
いうまに人垣が。キツネが怖くてギャ
ン泣きする子ども。笑いがとまらない
人や踊り出す人も。おしゃれな雰囲気
のお店の前がおかしな雰囲気に。（黒木）

from Editor`s room 編集後記
５月の納税

軽 自 動 車 税 全期

納付期限　６月		２日㈪
口座振替　５月26日㈪

税　目 ５月 ６月 ７月
市県民税 １期
軽自動車税 軽自
固定資産税 ２期
国民健康保険税 １期 ２期
介護保険料1号 １期 ２期
後期高齢者医療保険 １期

納税は納期内に！

お知らせ
Info

　先日、サーフィン大会の取材に行き
ました。あいにくの雨にも関わらず、
県内外からたくさんの参加者が。嬉し
い事だが、雨が多くなるこれからの時
期、落雷や高波などの恐れもあるので、
天候や注意報には細心の注意を（林田）
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︹
今
月
の
歌
の
意
味
︺

　
静
か
な
道
を
歩
こ
う
と
し
て
う
し
ろ
手

を
組
み
な
が
ら
思
う
。
こ
れ
は
父
の
癖
だ

っ
た
、
と
。

︹
歌
の
鑑
賞
︺

　
大
正
９
年
５
月
、
群
馬
県
の
吾あ

が
つ
ま妻

渓
谷

を
訪
れ
た
時
の
作
で
あ
る
。
歌
集
の
原
稿

を
作
る
の
が
目
的
で
、
川
原
湯
温
泉
に
出

か
け
た
。
仕
事
の
合
間
の
散
歩
の
折
に
、

何
げ
な
く
う
し
ろ
手
を
組
み
な
が
ら
、
そ

れ
が
父
の
癖
で
あ
る
こ
と
に
ふ
と
気
づ
い

た
の
で
あ
る
。
父
は
大
正
元
年
に
六
十
八

歳
で
世
を
去
っ
た
が
、
死
後
も
折
に
ふ
れ

て
は
思
い
出
す
愛
す
る
父
だ
っ
た
。
結
句

に
作
者
の
感
動
が
あ
る
。

伊
藤
一
彦（
若
山
牧
水
記
念
文
学
館
長
）著

牧
水
か
る
た
百
首
鑑
賞「
命
の
砕
片
」よ
り

人のうごき	平成26年４月１日現在
人　口 61,875 人 （ －309 ）
男 29,348 人 （ －174 ）
女 32,527 人 （ －135 ）

世帯数 25,170 世帯 （ －43 ）

※数値は、平成22年国勢調査をもと
に算出した推計人口（現住人口）。外国
人登録者を含む。（	）内は、対前月比。

３月中異動
単位：人

転入 転出 出生 死亡
396 703 49 51

静
か
な
る
道
を
あ
ゆ
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と
う
し
ろ
手
を

く
み
つ
つ
お
も
ふ
父
が
癖
な
り
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牧
水

市民が奏
かな

でる“交響”空間
優しく 強く 温かい 人とまち

日向市

平
成
2
6
年
５
月
１
日
発
行

N
o.7
0
8

2014.5

表紙のよこ顔
４月３日、細島港に平成24
年10月以来ぶりに寄港した
大型観光客船コスタ・ビク
トリア。約2,000人の乗客
らは、市内や高千穂などの
観光地を巡り、その日の午
後３時には出港。最後まで
名残惜しそうに見送ってい
ました。

　
若
山
牧
水
記
念
文
学
館
で
は
、
毎
年
短

歌
実
作
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
短
歌
は
三
十
一
文
字
で
表
現
す
る
叙
情

詩
で
す
。
遠
い
万
葉
の
時
代
か
ら
日
々
の

喜
び
や
悲
し
み
、
四
季
の
移
り
変
わ
り
や

身
辺
の
出
来
事
な
ど
を
歌
い
続
け
て
き
ま

し
た
。
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
誰
で
も
気

軽
に
取
り
組
め
る
の
も
短
歌
の
魅
力
で
す
。

　
歌
人
で
牧
水
研
究
家
で
も
あ
る
、
若
山

牧
水
記
念
文
学
館
長
の
伊
藤
一
彦
氏
を
講

師
に
、
短
歌
の
鑑
賞
や
実
作
を
通
し
て
、

表
現
の
基
礎
や
技
法
、
用
語
な
ど
を
楽
し

く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日
お
よ
び
会
場

６
月
11
日
㈬
　
市
中
央
公
民
館

７
月
16
日
㈬
　
市
中
央
公
民
館

８
月
６
日
㈬
　
市
中
央
公
民
館

10
月
８
日
㈬
　
牧
水
公
園
ふ
る
さ
と
の
家

平
成
26
年
度
伊
藤
一
彦
短
歌

　
実
作
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

11
月
12
日
㈬
　
市
中
央
公
民
館

◉
時
間

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

◉
募
集
対
象
　
主
に
県
北
地
域
の
一
般

◉
募
集
定
員
　
40
名
程
度

◉
参
加
費
用
　
講
座
１
回
に
つ
き
５
０
０
円

◉
申
込
み
方
法
　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で

「
若
山
牧
水
記
念
文
学
館
」
ま
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

◉
申
込
み
期
限
　
５
月
31
日
㈯
ま
で

◉
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

〒
８
８
３
‐
０
２
１
１

日
向
市
東
郷
町
坪
谷
１
２
７
１
番
地

若
山
牧
水
記
念
文
学
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
８
２・６
８・９
５
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
８
２・６
８・９
５
１
２

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

牧
水
短
歌
が
検
索
で
き
ま
す

　
若
山
牧
水
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
、
牧
水
短
歌
の
検
索
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
牧
水
短
歌
検
索
の
ペ
ー
ジ
で
、探
し
た
い

歌
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力
す
る
と
そ
の
キ

ー
ワ
ー
ド
が
含
ま
れ
る
牧
水
短
歌
が
抽
出

さ
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
母
」と
入
力
し
て
検
索
を
行
う

と
、全
件
数
の
中
か
ら
、「
母
」
と
い
う
文
字

が
含
ま
れ
る
牧
水
短
歌
が
出
て
き
ま
す
。便

利
な
機
能
で
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

活
用
し
て
も
ら
い
、こ
れ
ま
で
以
上
に
牧
水

短
歌
に
親
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

【
若
山
牧
水
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　
　
　http://w

w
w.bokusui.jp

問
東
郷
町
若
山
牧
水
記
念
文
学
館
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